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掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが
中止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか問い合わせてください。（掲載の情報は10月14日現在です。）

今月の表紙：10月12日㈫、ドラ
ンクドラゴンの塚地武雅さんが、
本市の3人目の観光大使に就任さ
れました。塚地さんは府立佐野高
校出身で本市にゆかりがあり、昨
年に日本遺産のプロモーション動
画にご出演いただいたのがご縁と
なり、観光大使をお願いしました
ところ、ご快諾をいただきました。
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お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ド
ラ
ン
ク
ド
ラ
ゴ
ン
」
の
塚
地
武
雅
さ
ん
は
、
ご

出
身
は
阪
南
市
で
、
泉
佐
野
市
に
あ
る
府
立
佐
野
高
等
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
つ
な
が
り
か
ら
、
昨
年
、
本
市
の
日
本
遺
産
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
か
ら
、
今
回
、
本

市
の
観
光
大
使
に
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

塚地武雅（つかじ　むが）さんプロフィール
出身 阪南市
生年月日　1971年11月25日
血液型　A型
趣味・特技　スキー・剣道
所属　プロダクション人力舎
　鈴木　拓さんを相方にお笑いコンビ「ドランクド
ラゴン」を結成され、様々なバラエティー番組にご
出演されています。
　また、お笑い芸人だけでなく、俳優としてもご活
躍されており、NHK連続テレビ小説「まれ」「おちょ
やん」やNHK大河ドラマ「平清盛」「西郷どん」な
ど、数多くのドラマにご出演
され、高い演技力でお茶の間
を魅了されています。
　そのほかにも主演映画「間
宮兄弟」や「げんげ」をはじ
め、多数の映画にもご出演さ
れ、最近では、11月12日に
公開予定の映画「梅切らぬバ
カ」では、自閉症の息子さん
役を熱演されています。

問
合
先　

ま
ち
の
活
性
課
（
☎
４
６
９
・
３
１
３
１
）
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▼塚地さんのギャグ「ここを
こうこうこう！」も披露して
いただきました。

観光大使就任式が開催されました

市長より委嘱状を贈呈

議長より観光大使の名刺を贈呈 観光協会会長よりタオルマフラーを贈呈

　

10
月
12
日
㈫
、
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト

ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
４
階 

鳳

の
間
に
お
い
て
、
塚
地
さ
ん
の
泉

佐
野
市
観
光
大
使
就
任
式
が
コ
ロ

ナ
対
策
を
施
し
な
が
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

就
任
式
で
は
、
千
代
松
市
長
か

ら
の
委
嘱
状
贈
呈
や
記
念
撮
影
な

ど
が
行
わ
れ
、
塚
地
さ
ん
か
ら
は

泉
佐
野
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
、
観
光
大
使
就
任
の
抱
負
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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読
書
活
動
は
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
文
化
的
な
社
会
の
発
展
に
不
可

欠
な
も
の
で
す
が
、
近
年
の
各
種
情

報
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
読
書
活

動
を
取
り
巻
く
環
境
が
劇
的
に
変
化

し
、
全
国
的
に
「
読
書
離
れ
・
活
字

離
れ
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
の
読
書
を
取
り
巻
く
状
況
も

同
様
で
「
読
書
離
れ
・
活
字
離
れ
」

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
度
、
「
泉
佐
野
市
民
の
心
と
知
識

を
豊
か
に
す
る
読
書
活
動
推
進
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
決
し
て
読
書
を
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
読
書
活

動
の
も
と
、
市
民
と
行
政
（
市
）
が

一
緒
に
な
っ
て
読
書
に
親
し
む
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
そ
の
中
か
ら
広
い

知
見
を
持
っ
た
市
民
が
生
ま
れ
て
く

る
な
ら
ば
、
お
の
ず
と
心
も
知
識
も

豊
か
に
育
ま
れ
て
い
く
と
期
待
し
ま

す
。

●公立図書館の貸出冊数の上限を、１人あたり10冊から15冊に変更します。
（貸出期間は3週間から変更はありません。）
●図書カードをご利用の市外在住の方でも、図書の予約ができるように変更します。
※電子図書館は、市内在勤・在学の方のみ電子書籍の予約ができるようになります。
●中央図書館内のwifi 環境を開放し、利用者所有のスマートフォン、タブレット、パソコンなど
で、館内で電子書籍を閲覧できるデジタル環境を提供します。また、スマートフォン、タブレット、
パソコンをお持ちでない人にも、館内で電子書籍を閲覧いただけるように館内利用専用タブレッ
トの貸出サービスを開始します。
【「電子雑誌」の閲覧サービス】
　電子図書館で閲覧できる「電子雑誌」の閲覧サービスのテスト運用を開始します。
期間　10月下旬～12月下旬まで
※テスト運用後、運用検証を行い、令和4年4月から電子雑誌閲覧サービスの本格運用を開始する
予定です。
内容　約100種類の電子雑誌を電子図書館で閲覧できます。
※各電子雑誌の最新号は、中央図書館内のみ閲覧できます。各電子雑誌のバックナンバーは、館
外でも閲覧できます。電子図書館内で電子雑誌を一度に閲覧できる人数は20人までとなります。

　泉佐野市民の心と知識を豊かにする
読書活動推進条例を制定しました！

　

ま
た
、
こ
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
の
ま
ち
で
豊
か
な
人
生
を
送
り
た

い
と
い
う
人
々
が
溢
れ
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
、
読
書
に
よ
る
人
づ
く
り

や
、
ま
ち
づ
く
り
の
「
道
し
る
べ
」

と
な
る
べ
く
、
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

【
条
例
の
趣
旨
】

●
読
書
を
通
し
て
、
心
と
知
識
を
豊

か
に
育
み
ま
し
ょ
う

●
生
活
の
一
部
に
読
書
を
取
り
入

れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う

●
泉
佐
野
市
は
、
よ
り
良
い
読
書
環

境
を
整
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
読

書
活
動
」
を
応
援
し
ま
す

●
令
和
３
年
11
月
施
行
「
泉
佐
野
市

民
の
心
と
知
識
を
豊
か
に
す
る
読
書

活
動
推
進
条
例
」
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
泉
佐
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（htt ps://w
w
w
.city.izum

isano.
lg
.jp

/
k
a
k
u
k
a
/
k
y
o
ik
u
/

shogaigakushu/m
enu/8062.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読書活動推進のための公立図書館の取組

問合先　生涯学習課（☎469-7132）
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「泉佐野市民の心と知識を豊かにする読書活動推進条例」では、毎年11月を「読書活動推進月間」
と定めています。今年度の読書活動推進月間では、次のサービスを公立図書館で提供します。

【読書活動推進月間に行う講座や取組】
●読書活動月間PR展示　　　　　　
●読み聞かせデビュー
●カレン先生の英語でおはなし会　　
●日祝おはなし会
●図書館deボードゲーム
※詳しくは、28ページの市立図書館のページをご覧ください。

子どもたちのより良い読書活動の環境整備のため、全小・中学校のうち、建て替え・増築・大
規模改修などで図書室の整備が完了している小・中学校6校を除く、残り12校の老朽化した学校
図書室の改修整備を令和7年度末までに完了する予定です。
　また、全小・中学校の図書室内の運用方法を電算化し、図書の蔵書管理や貸出・返却が容易に
できる学校図書システムを学校図書室の改修整備に合わせて導入します。
　学校図書システム導入後、学校図書室と公立図書館間の連携を更に強化し、各学校図書室の利
用状況を中央図書館でも管理することで、各小・中学校に必要な図書資料などの貸出を公立図書
館から提供します。

11月は読書活動推進月間です

市立小 ・ 中学校 学校図書室の整備

▲泉佐野読書通帳

一般利用者向け「泉佐野読書通帳」を全図書館
で配布します。（先着順1500冊限定）
※泉佐野読書通帳
は、ご自身で読ん
だ本を100冊まで
手書き記入できる
記録帳です。

子ども利用者向けの可愛い「ぬりえ」や
「しおり」を配布します。 （各300枚限定。
先着順）
タオル筆考案者・絵手紙作家の宮脇泰彦

先生の作品をデザインしたブックカバー
（文庫本版と単行本版の2種類）を公立図書
館で配布します。（各300枚限定。先着順）

▲しおり ▲ブックカバー
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新型コロナワクチンファイザー社製ワクチン接種のお知らせ
【集団接種】

問合先
泉佐野市コロナワクチン　コールセンター
0120-133051（午前9時～午後7時・平日のみ）

※聴覚障害者専用FAX（Fax461-4571）

ワクチン接種情報は
ホームページやLINEでも発信しています

　個別接種実施医療機関の一覧など詳細について
は、随時ホームページ（http://www.city.izumisa
no.lg.jp/corona/jouhou/vaccine.html）に掲載
します。また、予約開始日などはLINEでも随時お知
らせしますので、まだ友だち登録をしていない人は
ぜひ登録してください。

今後、上記以外にも集団接種の日程を追加しますの
で、ホームページをご覧になるか健康推進課へ問い
合わせてください。

◀ホームページ

LINE▶

若者向けワクチン接種応援キャンペーン
　本市では新型コロナワクチン接種の正しい知識について発信するとともに、若者への新型コロナワクチン接
種を応援するため、泉佐野市に住民登録があり、本年11月30日㈫までに新型コロナワクチンを2回接種した、
20歳～ 39歳の人を対象に抽選でピーチポイントなどを贈呈するキャンペーンを包括連携協定を締結している
Peach Aviation㈱と連携して実施することになりました。
対象　以下のすべてを満たす人
●令和4年（2022年）4月1日時点で満20歳～満39歳の人（昭和57年（1982年）4月2日～平成14年（2002
年）4月1日生まれの人）
●令和3年（2021年）11月30日㈫までに新型コロナワクチンを2回接種した人
●接種時および応募時に泉佐野市で住民登録をされている人
特典　Peachの航空券購入などに使えるピーチポイントなど合計4,600人に当たります。
●ピーチポイント30,000円相当…100人
●ピーチポイント10,000円相当…500人
●ピーチポイント5,000円相当…2,000人
●ピーチオリジナルグッズ…2,000人
申込　令和3年（2021年）10月20日～12月31日に泉佐野市若者向けワクチン接種応援キャンペーン特設ペー
ジから
※応募には申込が必要になります。
問合先　健康推進課

新型コロナウイルス関連情報

新型コロナウイルス感染症による健康観察者(濃厚接触者)への支援
　～食糧などを詰め合わせた「健康観察者支援パック」を提供します～

　家庭内で1人が新型コロナウイルス感染症に感染すると、その家族全員が健康観察者（濃厚接触者）となる
ことがありますが、健康観察者は府の配食サービスの対象外のため、食糧などの確保が難しくなるケースがあ
ります。本市では、健康観察者の負担軽減と、外出することなく健康観察に専念していただくことを目的に、「健
康観察者支援パック（食糧などの詰め合わせ）」を希望者に無償で提供します。
内容　パックご飯、レトルトカレー、うどん、カップ麺、缶詰、乾燥野菜、野菜ジュース、ゼリー、ティッシュ、
トイレットペーパー、ゴミ袋、石鹸、マスクなど
対象　以下のすべてに該当する人
●泉佐野市内に居住している
●保健所から陽性者の濃厚接触者であると判定され、自宅にて健康観察を行う
●買い物などについて、他の人からの支援が受けることができない
●インターネットを使って自ら買い物をすることができない
費用　無料
※虚偽の申請など不正があった場合は、必要経費を徴収します。
申込・問合先　12月28日㈫までの午前9時～午後7時（土・日曜日、祝日除く）に健康観察者支援パック専用
ダイヤル（☎0120-339-889）へ

接種日（1回目・2回目） 予約締切日 場所

11月6日㈯・27日㈯ 11月5日㈮
※web予約

関西エアポート
ワシントンホテル11月7日㈰・28日㈰
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抗体量検査センター
～市民無料～

　新型コロナウイルス感染症予防に対する啓発促進などを目的として、
新型コロナワクチン2回目接種が完了した市民が無料で検査を受け、自身
の抗体量を知ることができる抗体量検査センターを開設しました。
日時　来年3月26日㈯までの毎週土曜日
　　　午後2時～5時（年末年始除く）
※状況により、変更する場合があります。
場所　りんくうタウン駅ビル西棟2階（りんくう往来北1番地）
対象　新型コロナワクチンの2回目接種後、14日以上経過している人
必要書類　
●新型コロナワクチン予防接種済証または新型コロナワクチン接種記録
書（2回接種完了が確認できるもの）
●市民が無料受検する場合で、接種後に転入した人はマイナンバーカー
ド、運転免許証などの本人確認書類も必要
検査方法　血液検査
費用　市内に住民登録のある人は無料（期間中1回に限る）。市外の人は
11,000円
申込・予約　検査はすべて予約制です。運営事業者の
ホームページ（https://osaka-pcr.jp/antibody/）ま
たは電話（☎080-3783-7286）で事前に予約してく
ださい。
問合先　おもてなし課（☎447-8126）

低所得の子育て世帯に対する
生活支援特別給付金が支給されています

問合先　子育て支援課
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、低所得のひとり親・ふたり親の子育て世帯にその生
活を支援するための給付金が支給されています。

【ひとり親世帯分】
支給対象者
①令和3年4月分の児童扶養手当の支給を受けて
いる人
②公的年金などを受給していることにより令和3
年4月分の児童扶養手当の支給を受けていない人
※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る人
に限る
③令和3年4月分の児童扶養手当は受給していな
いが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
家計が急変し、収入が児童扶養手当を受給してい
る人と同じ水準となっている人
給付額　児童1人あたり5万円
申請方法・支給時期
①…申請不要で児童扶養手当の登録口座に5月11
日に振込にて支給済
②③…申請書類に記入し、必要書類を添付のうえ、
郵送または直接、子育て支援課へ
※11月以降も来年2月28日㈪まで随時受付を行
いますが、可能な限り早く申請してください。

【ふたり親世帯分】
支給対象者
①令和3年4月分の児童手当または特別児童扶養手当の
支給を受けている人で、令和3年度の住民税均等割が
非課税である人
②上記①のほか、対象児童（令和3年4月以降令和4年
2月28日㈪までに生まれる新生児も対象。18歳年度末
までの子〔障害児については20歳未満〕）の養育者で
あって令和3年度の住民税均等割が非課税である人

給付額　児童1人あたり5万円
申請方法と支給時期
①…申請不要で児童手当または特別児童扶養手当の登
録口座へ7月21日支給済。令和3年1月2日以降に転入
された場合は所得確認後の振込となります。
②…申請書類に記入し必要書類を添付のうえ、郵送ま
たは直接、子育て支援課へ
※11月以降も来年3月15日㈫まで随時受付を行います
が、可能な限り早く申請してください。

抗体量検査
センター

星の広場
大阪PCR
検査センター
泉佐野

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
改
札

りんくう
 　まち処

コンビニエンス
　　 　 　ストア

りんくうタウン駅ビル構内図

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※令和3年度の所得は課税であったが現在、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を受け、家計が急変（収
入が減少）し、住民税均等割が非課税と同等になっ
たと認められる人（家計急変者）も対象になります。

新型コロナウイルス関連情報
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令和2年度 普通会計の決算
歳入総額
685億7,857

（単位：万円）

③市の事業に対する国や府か
らの補助金など

④長期の借入金

①市民のみなさんに納めてい
ただいた税金

②他会計から繰り入れたお金

⑦財産収入・寄附金・分担
金・負担金・繰越金・使用料・
手数料・諸収入

①市税
196億4,373
（28.6%）

④市債
 50億8,210（7.4%）

⑦その他
80億5,899
（11.7%）

⑤自動車重量税などの国税
や府税から分配されたお金

③国・府支出金
230億5,696
（33.7%）

⑥所得税などの国税から財
政力に応じて交付されたお
金

❾その他
53億9,172（7.9%）

❼繰出金
40億7,065（6.0%）

❷補助費等
180億7,243
（26.5%）

❶積立金 33億3,897
（4.9%）

❺公債費
61億4,611（9.0%）

❽投資的経費・維持補修費
53億4,206（7.9%）

❻人件費
58億2,959（8.6%）

❹物件費 78億1,555
（11.5%）

❸扶助費
120億5,692
（17.7%）

❸生活保護にかかる費用や、
高齢者、障害者、子どもに対
する医療費などの社会保障費

❹消耗品などの購入費や光熱
水費、施設の管理委託料など
の費用

❺市が大きな事業をするとき
に利用する借金（市債）の返
済のための費用

❻職員の給与や退職金、議員
報酬など

❽施設の建設などその効果
が将来にわたって市民サー
ビスの向上につながる費用。
道路や学校施設などの維持
に使われる費用

❷清掃施設組合や泉州南消防
組合への負担金、各種団体へ
の補助金などの費用

❼国民健康保険事業や介護
保険事業などの特別会計に
対して市が負担すべき費用

❶福祉などの目的ごとの基金
への積立金

❾貸付金・投資及び出資金

歳出総額
680億6,400

普通会計とは…地方財政統
計上、統一的に用いられる
会計で、各地方公共団体間
の財政比較が可能となるよ
うにしてある会計です。

⑥地方交付税
12億　467（1.8%）

⑤地方譲与税など
29億　999（4.2%）

②繰入金
86億2,213
（12.6%）

令和2年度 泉佐野市の財政状況

685億7,857万円 ー ＝ー 680億6,400万円 3億7,886万円 1億3,571万円

　決算の特徴としては、令和元年12月に策定した中期財政運営方針に基づく
事務事業の継続した見直しなどによる歳出削減のほか、遊休土地の積極的な売
却、ふるさと応援寄附の推進などの歳入確保に努めたことで、前年度に引き続
き約1億3,600万円の黒字となりました。

歳入総額 歳出総額 翌年度繰越財源 実質収支額

問合先　行財政管理課

市民１人あたりでは…
歳　入歳　入  690,509円
●市税　　　 197,790円
●国庫支出金、府支出金
                   232,158円
●市債　　　　51,171円
●その他（繰入金など）   
                   209,390円

歳　出歳　出   685,328円
●総務費   212,970円
●民生費   184,059円
●衛生費 　 77,964円
●公債費     61,890円
●土木費     54,010円
●教育費     61,746円

●消防費     14,260円
●商工費　    9,550円
●議会費   　 2,898円
●その他（労働費など）
　　 　　       5,981円

固定資産税   98,726円
市民税  　　 65,973円
都市計画税   14,815円
市たばこ税   13,360円
軽自動車税     2,653円
入湯税 　　　 　 　72円
法定外普通税  2,191円

泉佐野市の財政状況

8広報いずみさの 令和3年11月号
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■上之郷小学校、第三小学校、日新小学校、末広小学校、第三中学校にプールを設置
■佐野中学校グラウンドの夜間照明を整備
■13小学校区の通学路に防犯カメラを設置

各会計決算（歳出） （単位：万円）
会計名 令和2年度 令和元年度 比較

一般会計 673億6,180 930億1,813 △256億5,633
国民健康保険事業特別会計 104億4,334 109億5,974  △5億1,640
下水道事業特別会計 0 52億5,565 △52億5,565
公共用地先行取得事業特別会計 11億1,906 3億4,288 7億7,618
介護保険事業特別会計 88億6,974 87億1,888     1億5,086
後期高齢者医療事業特別会計 13億　102 12億　108            9,994
病院事業債管理特別会計 33億6,557 19億1,564 14億4,993
りんくう公園事業特別会計 1億9,575 8億5,122 △6億5,547
水道事業会計 24億7,087 25億　493 △3,406
下水道事業会計（＊） 37億5,735 0 37億5,735

合　計 988億8,450 1,247億6,815 △258億8,365

令和2年度末残高令和2年度末残高
●●市債（長期借入金）市債（長期借入金）

…626億円　…626億円　

　市民1人あたり 629,861円　市民1人あたり 629,861円

●●積立金積立金…132億円…132億円

　市民1人あたり 132,850円　市民1人あたり 132,850円

■避難所となる小・中学校屋内運動場への空調機器
整備の2年目（3ヵ年計画）を実施
■生活困窮者等支援のために5中学校毎に地域型包
括支援センターを設置
■新型コロナウイルス感染症の影響による特別定額
給付金をはじめとした各種支援

■熊取駅西地区の本市域内を市街化区域と
して整備を推進
■泉佐野土丸線の整備
■末広公園の整備
■観光推進のための関空立国デスティネー
ション化推進事業の実施
■中心市街地の活性化を目的としたエリア
マネジメント活動推進事業の実施

令
和
2
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

教育・子育て支援

安全・安心なまちづくり まちの活性化・賑わいの創出

◀
熊
取
町
西
地
区

都
市
計
画
道
路

泉佐野市の財政状況

末広小学校プール

日新小学校プール
佐野中学校

グラウンド夜間照明

上之郷小学校プール

中学校空調整備事業

小学校空調整備事業

（＊）…令和2年度から下水道事業特別会計は下水道事業会計になっています。
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健全化判断比率の状況
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字により数値はバー表記、実質公債費比率は、12.0％
と前年度から1.5ポイントの改善、将来負担比率は83.0％と前年度より3.7ポイント増加しました
が、いずれも早期健全化の基準未満となっています。
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表示

（単位：％）

健全化判断比率 令和元年度
実績値

令和2年度
実績値

早期健全化
基準

実質赤字比率 － － 12.19

連結実質赤字比率 － － 17.19 

実質公債費比率 13.5 12.0 25.0 

将来負担比率 79.3 83.0 350.0 

①実質赤字比率…標準財政規模（＊）に対す
る、一般会計等に生じている赤字の大きさの
割合
②連結実質赤字比率…標準財政規模に対す
る、水道や下水道など公営企業を含む全会計
に生じている赤字の大きさの割合
③実質公債費比率…標準財政規模を基本とす
る額に対する、借入金返済額の大きさの割合
④将来負担比率…標準財政規模を基本とする
額に対する、借入金など現在抱えている負債
の大きさの割合
（＊）標準財政規模…市の経常的な一般財源
の規模を示すもので、標準的な税収入額に
普通交付税などを加算した額（令和2年度決
算：約236億円）

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す

今後の取組項目今後の取組項目
【支出の抑制、効率的な行政運営に関する事項】
●事務事業の継続した見直し
●広域連携の推進
●窓口業務委託をはじめ民間委託の拡充
●給与水準の適正化などによる総人件費の抑制
【収入の確保に関する事項】
●滞納処分の強化および徴収率の向上
●企業誘致等による税収増加 
●ふるさと応援寄附金制度、ネーミングライツ
などの更なる税外収入の確保

中期財政運営方針期間終了時の目標中期財政運営方針期間終了時の目標
●実質公債費比率は10.0％以下
●将来負担率は130％以下
●地方債残高は標準財政規模の2.5倍以下

泉佐野市の財政状況

科目 金額（万円）

①府支出金 73億1,181

②保険料 19億9,525

③繰入金 11億6,578

④国庫支出金 2,494

⑤その他 6億2,364

科目 金額（万円）

❶保険給付費 70億9,91170億9,911
❷国民健康保険
　事業費納付金 30億6,053

❸総務費 2億     73

❹保健事業費 7,364

❺その他 933

  ❹❹0.7%0.7%

❷❷29.3%29.3%

❶❶68.0%68.0%

❸❸1.9%1.9%

歳入　111億2,142万円

歳出　104億4,334万円  ❺❺0.1%0.1%

【府内平均を大幅に上回る医療費】
　令和元年度の本市における全被保険者1人
あたりの医療費は42万4,928円と府内43市
町村中8番目に多く、府内平均の39万3,155
円を大きく上回っています。
　これは、他の市町村に比べレセプト1件あ
たりの診療日数および診療費が多くなってい
ることが影響しています。以前から、ジェネ
リック医薬品の利用促進や柔道整復の適正受
診の啓発など医療費適正化の取組を進めてい
ますが、1人あたり医療費は増加し続けてお
り、府内でも引き続き高いレベルにあります。
【病気は未然に防ぎましょう】
　本市では市民の健康づくりを推進するた
め、生活習慣病予防に着目した特定健診・特
定保健指導の推進を図っています。
　これは内臓脂肪型肥満や糖尿病、高血圧、
高脂血症などの危険因子が重なるほど、心疾
患や脳血管疾患を発症する危険が増大するこ
とから、生活習慣病予防に取り組むことと
なったものです。その他、被保険者のみなさ
んには、人間ドック・脳ドックや泉佐野市役
所健診センターで実施している各種検診を利
用して、病気の予防、早期発見、早期治療に
努めていただき、さらなる健康寿命の延伸や
医療費の適正化にご協力をお願いします。

　国民健康保険事業特別会計は、歳入111億2,142万円に対
して、歳出104億4,334万円で6億7,808万円の黒字となりま
した。なお、単年度では8,753万円の黒字となっています。

①①65.8%65.8%②②17.9%17.9%

③③1010.5%.5%

④④0.2%0.2% ⑤5.65.6%%

国民健康保険事業特別会計 問合先　国保年金課
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令和2度決算内訳　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
収　益 費　用

営業 22億2,711 営業 23億5,709
営業外 3億　658 営業外 1億1,155
特別利益 310 特別損失 223
ー ー 純利益 6,592
合計 25億3,679 合計 25億3,679

水道事業会計
問合先　経営総務課（水道事業）

☎467-2800 
Fax467-1801

水
道
事
業
か
ら
の
お
願
い

　

市
で
は
、
昭
和
44
年
4
月
1
日
か
ら
、
鉛
管
の
使
用
を

禁
止
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
給
水
装
置
を
設
置

し
た
建
物
で
は
、
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
、
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
、
水
道
管

か
ら
微
量
の
鉛
が
溶
け
出
し
た
り
、
消
毒
用
塩
素
濃
度
の

低
下
や
赤
水
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
一
番
や
長
時
間
留
守
に
し
た
場
合
は
、
バ
ケ
ツ
1
杯

程
度
の
水
道
水
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

水を大切に
●導・送・配水管総延長　465.01㎞（令和3年3月31日現在）
●総配水量（年間）1,315.9万㎥　
●企業団水1,127.2万㎥＋自己水188.7万㎥
●1日平均配水量　3万6,053㎥
●1人あたり1日平均配水量　363ℓ
■給水装置工事や漏水修理の申込は市指定工事業者へ
（https://www.water.izumisano.osaka.jp/）

上下水道局会計決算
　水道事業会計は、事業収益25億3,679万円（前年度比12.4％減）
に対し、事業費用24億7,087万円（前年度比1.4％減）で、6,592
万円の純利益が生じました。
【令和2年度主な事業】
　熊取駅西地区の開発に伴い、配水管を布設しました。また、久
ノ木西出線および中村野口線などの老朽管の更新工事を行い、安
全で良質な水道水の安定供給を図るとともに、ライフライン機能
の強化に努めました。

下水道事業会計下水道事業会計
問合先　経営総務課（下水道事業）

☎450-2222 
Fax450-2223

泉佐野市の財政状況

令和2度決算内訳　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
収　益 費　用

営業 25億5,227 営業 32億4,419
営業外 16億9,411 営業外 4億5,159
特別利益 4,384 特別損失 6,157
ー ー 純利益 5億3,287
合計 42億9,022 合計 42億9,022

　下水道事業会計は、経営基盤の強化や経営の計画性・透明性の
向上を図ることを目的に、令和2年4月に地方公営企業法の全部を
適用し、「公営企業会計」に移行しました。
　下水道事業会計は、事業収益42億9,022万円に対し、事業費用
37億5,735万円で、5億3,287万円の純利益が生じました。
【令和2年度主な事業】
　管渠整備事業として、市内12工区で下水道管渠布設工事を実施
し、汚水整備を推進するとともに、雨水ポンプ場の機能保全を図
るため、中央ポンプ場において耐震化にも考慮した年次的な長寿
命化対策工事を実施しました。

下
水
道
事
業
か
ら
の
お
願
い

　

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
汚
水
の

整
備
を
進
め
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

水
を
き
れ
い
に
処
理
し
て
川
や
海
に
戻
す
こ
と
で
美
し

い
自
然
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
下

水
道
が
整
備
さ
れ
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域

に
お
住
い
の
人
は
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

業務量
●下水道普及率　41.5％（令和3年3月31日現在）
●水洗化率　91.0％（令和3年3月31日現在）
●有収水量　（年間）7,465,794㎥
●下水道管布設総延長　276,826ｍ（令和3年3月31日現在)
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11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部
で
は
、
管

轄
す
る
市
町
（
泉
佐
野
市
・
泉
南
市
・

阪
南
市
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、
岬
町
）

か
ら
通
報
し
た
全
て
の
１
１
９
番
を

消
防
本
部
４
階
の
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
（
り
ん
く
う
往
来
北
１
番
地
20

号
）
で
24
時
間
３
６
５
日
受
付
し
て

い
ま
す
。

【
１
１
９
番
の
正
し
い
利
用
を
】

　

１
１
９
番
は
火
災
（
消
防
車
を
呼

ぶ
時
）、救
急
（
救
急
車
を
呼
ぶ
時
）、

救
助
（
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
呼
ぶ
時
）

の
場
合
に
消
防
機
関
へ
要
請
す
る
大

切
な
番
号
で
す
。
問
い
合
わ
せ
（
病

院
照
会
な
ど
）
は
消
防
本
部
の
代
表

番
号
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９
）
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
♯
７
１
１
９ 

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か
】

　
「
病
院
に
行
っ
た
ら
い
い
の
？
」

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の
？
」

「
応
急
手
当
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
？
」
な
ど
迷
っ
た
時
は
「
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
で
病
院

案
内
や
救
急
医
療
相
談
が
24
時
間

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

〜
お
う
ち
時
間

　

家
族
で
点
検　火

の
始
末
〜

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

11
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪
ま
で
の
一

週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関

す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を

防
ぎ
、
万
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
火
災
か
ら

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
消
防
本
部

で
は
期
間
中
、
事
業
所
へ
の
立
入
検

査
や
防
火
広
報
を
行
い
ま
す
の
で
、

安
全
で
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

10
の

ポ
イ
ン
ト
】

◆
４
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

●
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

◆
６
つ
の
対
策

●
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
、
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
す
る

●
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
う

 

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部　

警
防
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８

８
６ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

３
６
５
日
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
（
☎
06
・

６
５
８
２・
７
１
１
９
）
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

【
災
害
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
】

　

火
災
な
ど
の
災
害
情
報
は
音
声
自

動
応
対
サ
ー
ビ
ス
（
☎
４
６
３
・
０

０
０
９
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
マ
ホ
（
携
帯
）
と
固
定
電
話
で

は
固
定
電
話
を
】

　

固
定
電
話
に
は
契
約
時
、
住
所
情

報
が
発
生
す
る
た
め
、
１
１
９
番
通

報
で
人
命
に
か
か
わ
る
場
合
に
限
っ

て
、
電
話
会
社
か
ら
住
所
情
報
を
瞬

時
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
（
携

帯
）
で
も
、
お
お
よ
そ
の
位
置
情
報

を
取
得
で
き
ま
す
が
、
誤
差
が
あ

る
た
め
、
お
手
元
に
ス
マ
ホ
（
携

帯
）
と
固
定
電
話
の
両
方
が
あ
る
場

合
は
、
ぜ
ひ
、
固
定
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部 

指
揮
司
令
課
（
☎
４
６
９
・

０
１
１
９ 

Fax
４
６
４
・
１
９
９
０
）

▲アンケート
QRコード

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

4

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

11

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

■そらやんがLINE
クリエイターズスタンプに登場！

　LINEクリエイターズスタンプでは、関西エアポートグ
ループ公式キャラクター「そらやん」を初めて起用した『お
空を飛ぶ日を夢見る「そらやん」スタンプ』を発売してい
ます。32種類のスタンプには、あいさつや日常会話など普
段使いにぴったりの内容から、「大好きやん」「おつかれさ
まやん」など、そらやんに言われると思わずほっこりして
しまうような内容まで、幅広く展開しています。
　以前の関西国際空港キャラクター「カン
クン」が登場するコラボスタンプにも注目
です。LINE公式アカウント内「スタンプ
ショップ」検索画面にて「sorayan」と検
索のうえ、そらやんと一緒にLINEでのトー
クをお楽しみください。

◀
そ
ら
や
ん

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

12広報いずみさの 令和3年11月号



【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
い
ず
み
さ
の
10
月
号
10

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
第
16
回 

泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
の
定
員
に
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
左
記
の
と
お

り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
定
員 

20
人
（
先
着
順
）  

←

（
正
）
定
員 

10
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

ま
ち
の
活
性
課
（
☎
４

６
９
・
３
１
３
１
）

中
央
佐
野
台
長
南
北
中
日
新
第
二
第
一

変
更
可
能
校

末
広
長
坂
末
広
長
坂
長
坂
末
広
末
広

受
入
可
能
校

11
月
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
自
動
車
に

乗
る
機
会
が
多
く
な
る
11
月
を
き
っ

か
け
に
、
み
な
さ
ん
も
環
境
負
荷
の

軽
減
に
配
慮
し
た
〝
地
球
と
財
布
に

優
し
い
〞
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

環
境
保
全
課
（
☎
06

・
６
２
１
０
・
９
５
８
６
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止 

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　

11
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
終
日

停
止
内
容　

戸
籍
全
部
事
項
・
個
人

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し

問
合
先　

市
民
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

廃
棄
物
の
野
積
み
、

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

〜
土
地
等
を
管
理
し
て
い
る
人
へ
〜

　

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適

正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、安
易
に
土
地
を
貸
し
た
結
果
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋

め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
周
り
の
生

活
環
境
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
土
地
所
有
者

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を

減
ら
す
に
は

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
量
を

減
ら
す
に
は
、
資
源
化
で
き
る
も
の

は
で
き
る
限
り
分
別
し
て
資
源
ご
み

の
日
に
出
し
て
頂
く
こ
と
、
生
ご
み

な
ど
は
で
き
る
か
ぎ
り
水
気
を
切
っ

て
出
し
て
頂
く
と
い
う
こ
と
が
有
効

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
わ
ず
か
な

就
学
援
助
制
度

（
新
入
学
準
備
金
）

　

小
・
中
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な

費
用
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
そ
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援

助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
費
の
う
ち
「
新
入
学
学

用
品
費
」
に
つ
い
て
、
入
学
前
の
３

月
に
早
期
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

●
小
学
校
…
５
１
，
０
６
０
円　

●
中
学
校
…
６
０
，
０
０
０
円

対
象　

●
令
和
４
年
度
市
立
の
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
児
童
生
徒
の
保
護
者

●
世
帯
の
総
所
得
が
、
市
で
定
め
る

認
定
基
準
以
下
の
人

●
令
和
４
年
２
月
１
日
時
点
で
、
市

内
に
在
住
の
人

市
立

小
・
中
学
校
通
学
区
制
度

弾
力
的
運
用

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の

通
学
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
通
学
区
を
弾
力
的
に
運
用
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
せ
ば

本
来
定
め
ら
れ
て
い
る
以
外
の
隣
接

す
る
通
学
区
の
小
・
中
学
校
へ
の
就

学
を
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
児
童
生
徒
の
通
学
に
対
す
る

負
担
の
面
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。）

条
件

●
新
入
学
児
童
生
徒
で
あ
る
こ
と

●
希
望
校
が
「
受
入
可
能
校
」
で
あ

る
場
合
で
、
受
入
予
定
人
数
内
で
あ

る
こ
と

※
来
年
度
入
学
予
定
児
童
生
徒
の
受

入
予
定
人
数
は
各
校
30
人
以
内
と

し
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

●
指
定
校
（
変
更
可
能
校
）
よ
り
希

望
校
（
受
入
可
能
校
）
が
明
ら
か
に

近
距
離
で
あ
る
こ
と

　

な
お
、
来
年
度
対
象
と
な
る
小
・

中
学
校
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
ど
が
多
額
の
費
用
を
負
担
し
て
撤

去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
土
地
の

状
況
を
定
期
的
に
監
視
す
る
な
ど
、

管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
地
を
他
人
に
貸
す
時
は

使
用
用
途
を
十
分
確
認
し
、
書
面
で

契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

環
境
指
導
課
（
☎
４

３
９
・
３
６
０
１ 

Fax
４
３
９
・
３
８

１
０
）

差
で
も
、
市
全
体
で
は
大
き
な
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
変
更
可
能
校
、
受
入
可
能
校
は
毎

年
度
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

11
月
12
日
㈮
ま
で

に
学
校
教
育
課
へ

●
新
中
学
１
年
生
は
、
令
和
４
年
２

月
１
日
時
点
で
令
和
３
年
度
就
学
援

助
を
受
給
中
の
人

申
請
・
問
合
先　

新
小
学
１
年
生
は

令
和
４
年
１
月
に
送
付
す
る
「
就
学

通
知
」
に
同
封
し
て
い
る
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
で
学
校
教
育
課
へ

広報いずみさの 令和3年11月号13



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

　

税
問
合
先　

税
務
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

忘
れ
ず
に
届
出
を
！

　

家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
所
有
者
は
、
今
年
中
に
滅

失
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
な
い
と
、
引
き
続
き
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ

れ
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

入
湯
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

本
市
で
は
一
定
の
成
分
を
含
有
し

て
い
る
温
泉
「
鉱
泉
浴
場
」
へ
の
入

湯
に
対
し
入
湯
税
を
課
税
し
て
い
ま

す
。（
井
戸
水
や
水
道
水
を
沸
か
し

て
い
る
銭
湯
な
ど
は
対
象
外
）

　

鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
が
徴
収
し
、

市
に
納
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　

納
め
ら
れ
た
入
湯
税
は
、
観
光
振
興

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
助
成
や
環
境
衛

生
施
設
の
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

税
額

●
宿
泊
…
１
泊
１
５
０
円

●
日
帰
り
…
１
日
75
円

入湯税の使いみち
　令和2年度は、観光振興業、施設組合
負担金事業に、それぞれ充当しました。

事業名 事業費
（万円）

充当額充当額
（万円）（万円）

観光振興事業観光振興事業 6,2986,298
714714

施設組合負担金事業施設組合負担金事業 112,677
合　計合　計 118,975 714714

※
年
齢
が
12
歳
未
満
の
人
は
、
課
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。　

◆
令
和
２
年
度
入
湯
税
収
入
額

７
，
１
３
６
千
円

個人事業税【第2期分】の
納期限は11月30日㈫です

　第2期分の納付書は、第1期分の納付書に同封し
ています。年間の税額が1万円以下の場合、第2期
分の納付書はありません。
　口座振替をご利用の場合、納付書はお送りして
いません。納付書を破損・紛失された場合は、府
税事務所へ問い合わせてください。
納付場所・納付方法
●府税事務所
●府の指定金融機関、指定代理金融機関もしくは
収納代理金融機関
●コンビニエンスストア
●Pay-easy（府税の収納を扱う金融機関（ゆうちょ
銀行除く）の対応方法により納付が可能）
●au PAY（請求書支払い）
●PayB
●PayPay請求書払い
●LINEPay請求書支払い
●楽天銀行コンビニ支払サービス
※納期限日にご指定口座から自動引き落としされ
る口座振替制度も利用してください。詳しくは問
い合わせてください。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の
影響などにより、納付が困難である場合には納付
を猶予する制度があります。納付が困難な人は、
早めに管轄の各府税事務所に相談してください。

国
民
年
金

「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納

保
険
料
も
含
み
ま
す
。）

　　　　　

ま
た
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
１
日

〜
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。

問
合
先　

●
貝
塚
年
金
事
務
所
（
☎
４
３
１
・

１
１
２
２
）

●
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合
は
☎
03
・
６
６
３
０
・
２
５

２
５

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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柔
道
整
復
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解

し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
な
ど

（
肉
ば
な
れ
含
む
）※
骨
折
、脱
臼
は
、

応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど

に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に
な

ら
ず
、全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
を
支
払
う

こ
と
で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇

所
や
回
数
を
確
認
し
、
署
名
ま
た
は

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
中

は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
な
ど
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●
は
り
、
き
ゅ
う
…
神
経
痛
、
リ
ウ

マ
チ
、頸
腕
（
け
い
わ
ん
）
症
候
群
、

五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸
椎
（
け
い
つ

い
）
捻
挫
後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的

な
疼
痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

●
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
、

関
節
拘
縮
な
ど
で
医
療
上
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診

断
書
が
必
要
で
す
。

●
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し

た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治
療
中

は
、
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
て

も
保
険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
領
収
書

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

年
末
調
整
に
関
す
る各

種
情
報

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
提
供

体
制（
動
画
配
信
を
中
心
と
し
た「
い

つ
で
も
」「
ど
こ
か
ら
で
も
」
必
要

な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
）

へ
移
行
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
税
務

署
主
催
で
実
施
し
て
い
た
年
末
調
整

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
以

降
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
年
末
調
整
で
必
要
な
諸

用
紙
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
か
ら
入
手
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
諸
用
紙
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
作
成
で
き
る
「
年

末
調
整
控
除
申
告
書
作
成
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
」
も
併
せ
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。 税

務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税
（
第
２
期
分
）

　

前
年
分
の
所
得
金
額
や
税
額
な
ど

を
基
に
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額

が
15
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
は
、

原
則
、
こ
の
予
定
納
税
基
準
額
の
３

分
の
１
相
当
額
を
「
予
定
納
税
」
と

し
て
11
月
（
第
２
期
分
）
に
納
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　

個
人
事
業
者
の
人
で
令
和
２
年
分 

（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
や

令
和
３
年
１
月
１
日
〜
令
和
３
年
６

月
30
日
ま
で
の
期
間
（
特
定
期
間
）

の
課
税
売
上
高
が
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
令
和
４

年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該

11
月
11
日
〜
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広

報
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報
、
講

演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等
と

の
連
携
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
・
手
続
な

ど
に
対
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
国
税
庁
の
取
組
紹
介
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
令
和
３
年
分

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予

定
納
税
額
の
通
知
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
第
２
期
分
の
金
額
が
納
税
す
る
額

で
す
。
納
期
限
は
11
月
30
日
㈫
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
の
窓

口
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
振

替
納
税
を
ご
利
用
の
人
は
、
納
期
限

に
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

廃
業
、
休
業
ま
た
は
業
況
不
振
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
第
２
期
分
の
予

定
納
税
の
減
額
申
請
を
す
る
場
合

は
、
11
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
ま
で
に

「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
載
し
た
上
、
所
轄
税

務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

当
し
ま
す
。
令
和
４
年
分
か
ら
新
た

に
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
に
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費

税
課
税
事
業
者
届
出
書
（
基
準
期
間

用
）」
ま
た
は
「
消
費
税
課
税
事
業

者
届
出
書
（
特
定
期
間
用
）」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
期
間
に
お
け
る
１
，

０
０
０
万
円
の
判
定
は
、
課
税
売
上

高
に
代
え
て
、
給
与
等
支
払
額
の
合

計
額
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市
民
競
技
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

日
時

12
月
４
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
10
分
〜

※
予
備
日
は
11
日
㈯

場
所　

末
広
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　

２
０
０
円

※
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

申
込
・
問
合
先

11
月
17
日
㈬
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課
へ

南部市民交流センター 体育分館（オークアリーナ）
後期スポーツ教室

場所・申込・問合先
　11月13日㈯（必着）までに往復ハガキの往信用裏面にコース名、住所、氏名（ふり
がな）、性別、電話番号、学校名、学年を、返信用表面に住所、氏名を記入し、南部市
民交流センター 体育分館「スポーツ教室」係（〒598-0035 南中樫井428-1 ☎466-
6660 Fax466-6595）へ
※ハガキ1枚につき、1人1コースで応募してください。応募者が少ない場合は教室を
中止する場合があります。

コース 内容 対象 期間
（回数）

曜
日 時間 定員 受講料

ジャズヒップホップ
ダンス教室

ジャズヒップホップダンスと
は…バレエが基礎となってい
るジャズダンスとリズムに乗
りながら踊るヒップホップダ
ンスを融合させたダンスです。

小学1～ 6年生
12/2～
2/17

（10回）
木 17:30～

18:30 20人
3,800円
（保険料含む）

ロックダンス教室

ロックダンスとは…ロックダ
ンスの基本となる「ロック」
という体を固める動きです。
　スピード感のある動きやコ
ミカルな動きから突然「カ
チッ」と鍵をかけられたかの
ように止まる動きが特徴のダ
ンスです。

小学2年生～
中学3年生

12/1～
3/30

（15回）
水 19:00～

20:30 20人
5,300円
（保険料含む）

バスケットボール
教室

バスケットに興味がある、やっ
てみたい！そんな児童に基礎
からやさしく楽しく教えます。

小学1～6年生
12/7～

3/1
（10回）

火 17:15～
18:45 20人

3,800円
（保険料含む）

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・ 健康増進センターをご利用ください！
問合先 健康増進センター（☎469-1000 Fax469-6666

http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 620円

（月極6,200円）
1回 410円

（月極4,100円） 1回 210円

高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 310円

（月極3,100円）

1回 210円
（月極2,100円）
※小学生以下

利用不可

1回 110円
3歳～中学生

障害者手帳を持っている人は無料です。
※表示料金はすべて税込です。

◆トレーニングジム初回講習会
トレーニングジムをはじめて利用する

人は受講してください。
時間　午前11時～正午、午後7時～8時
定員　各2人
料金　620円

（トレーニングジム利用料含む）
※事前の予約が必要。障害者・介助者も
初回講習会は有料です。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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中国の24節気
～立冬～

問合先　自治振興課
　中国では1年間を24分割した24節気があります。19番
目の節気である立冬（りっとう）とは（今年は11月7日）、
空気がいよいよ冷たくなって、その年、初めて冬を感じる
時期です。
　泉佐野市と中国との5つの友好提携都市（山東省威海市・
東阿県、上海市徐匯区・宝山区、四川省成都市新都区）は、
中国の様々な場所にありますが、冬は地域によって習慣が
異なります。ここでそれらを紹介します。

【中国北部の習慣（山東省威海市・東阿県）】
　北部では、餃子はキャベツやナスなどのさまざまな詰め物とともに、立冬に、よ
く食べられます。
　冬カボチャの餃子は、白菜とは味が異なり、夏カボチャの詰め物とも異なります。 
酢につけて、にんにくを加えて食べると美味しいです。
　「なぜ立冬は餃子を食べるのか？」餃子には「交替の時」という意味を含んでい
ます。大晦日は旧年と新年の変わり目で、立冬は秋と冬の変わり目です。そのため、
「交替の時」餃子を食べる習慣があります。（中国語で、餃子の餃と交替の交は同じ
発音です）

【中国中部の習慣（上海市徐匯区・宝山区）】
　中部では、立冬の日に黄酒（紹興酒）の醸造を開始するのが伝統的なお酒造りの
習慣です。冬は水が澄んでいて気温が低いため、雑菌の繁殖を効果的に抑制し、低温・
長期の発酵過程でお酒の風味を良くすることができ、お酒の発酵に適した季節です。
　そのため、冬の初めから春の初めにかけての酒造りに最適な時期を「冬醸」と呼び、
幸福を祈る季節でもあります。

【中国南部の習慣（四川省成都市新都区）】
　南部では、人々は餃子にそれほど「恋をしている」
わけではありません。冬の初めに、彼らはしばしば鶏肉、アヒル、魚を食べるこ
とを選びます。大根と子羊の煮込み、生姜味のアヒル、甘酸っぱい魚、などの料
理は強壮剤として用いられています。
　南部の人は一般的にそれを「補冬（冬は食べ物で補うの意味）」と呼びます。
この日、どの家族も栄養のある食品を食べる習
慣があります。南部では「今年、栄養価の高い
サプリメントをいくつ摂取しても、立冬に食べ
るものには、かなわない。」とも言います。

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

今月の中国語
立冬（りっとう）：リードン
醸造（じょうぞう）：リァン ザォ
紹興酒（しょうこうしゅ）：サァ シン ジュウ

◀
国
際
交
流
員

趙
鑑

▶
中
国
南
部
の
立
冬
料
理

▶
中
国
北
部
の
餃
子

◀
中
国
中
部
の
紹
興
酒

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

広　

告

広

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、株式会社 宣成社（☎06-6222-6888）へ
広報いずみさの 令和3年11月号17



毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の特産品を食べましょう。
　「松波キャベツ」「泉だこ」を食べて
「地産地消」に努めましょう。
問合先　健康推進課

市こどもの居場所づくり事業
「こども食堂」

　みんなと一緒にご飯を食べたり、宿題をしたり、
安らぎを感じられるようなこどもの居場所を提供し
ます。
　また、月に一度「農業体験」を実施しています。
土に触れ、食べ物を育たり、採れた作物の試食をす
るなどの体験ができます。ぜひ、参加してください。
日時　毎週、月・水・金曜日 
　　　午後3時～ 6時
※「農業体験」（玉ねぎ植えを
予定しています。）は11月20
日㈯ 午後2時～4時
場所　うちカフェ（市場東2丁
目326-7）
持ち物　水筒、軍手、帽子、マ
スク
申込・問合先　サードプレイス（中村☎090-6238-
2345 eメール：info@the3rdplace.jp）
※事前に問い合わせてください。

保育園・認定こども園（保育）
児童入園受付

日時　11月7日㈰まで
場所　各保育園・こども園
対象　市内在住の0～5歳児（平成28年4月2日以降に生
まれた未就学児）
※年度途中（令和4年5月～令和5年3月）に入園希望の
場合も、受付します。
入園条件　保護者のいずれもが働いているか、病気など
の理由で家庭保育できない場合
問合先　子育て支援課
※詳しくは広報10月号をご覧ください。

11月は児童虐待防止推進月間
オレンジリボンキャンペーン　

～189（いちはやく）「だれか」じゃなくて「あなた」から～
　毎年11月は、国が推進する児童虐待防止推進月間です。児童への虐待を防止運動と
して、全国各地で様々な取組が行われます。
　「オレンジリボン」はこの運動のシンボルマークです。「子どもに対する虐待を防止
する」というメッセージが込められています。

　虐待を引き起こす要因は様々で、複雑に絡み合っています。親
や養育者が抱える事情がいくつも重なって起こる場合もあります。
親や養育者を支援することで、未然防止や改善につながります。
虐待と思われる事実を知ったときや相談は下記まで連絡をしてく
ださい。匿名でも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守
られます。
【例えばこんな場合】
●近くに子育てに悩んでいる人がいる…
●子育てが辛くてつい子どもにあたってしまう…
●あの子、もしかしたら虐待を受けているのかしら…
問合先
●児童相談所全国共通ダイヤル…189（いちはやく）番
●家庭児童相談室（子育て支援課内）☎463-1973（月～金曜日
の午前8時45分～午後5時15分（祝・休日、年末年始除く）

【
子
ど
も
の
心
や
身
体
が
傷
つ
く
行
為
は
虐
待
で
す
】

●
身
体
的
虐
待
…
子
ど
も
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ

る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と

●
性
的
虐
待
…
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た

は
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
な
ど
）
…
子
ど
も
の
心
身
の
正
常
な

発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
、
ま
た
は
長
時
間
の
放
置
。

そ
の
他
、
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と
。
保
護
者

以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
行
為
と
同
様
の
行
為
を
保
護
者
が
放

置
す
る
こ
と

●
心
理
的
虐
待
…
子
ど
も
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
ま
た
は
著
し
く

拒
絶
的
な
対
応
、
子
ど
も
が
同
居
す
る
家
庭
で
配
偶
者
へ
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
を
見
せ
る
な
ど
子
ど
も
に
著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え

る
言
動
を
行
う
こ
と

重大な児童虐待「ゼロ」に向けて
「オール大阪」で取り組みます　

　泉佐野市においても児童相談所虐待対応ダイヤル「189（い
ちはやく）」を一人でも多くの人に知っていただき、ためらわず
連絡や相談していただくことを目的に小・中学校の児童生徒に
啓発カードを配布するなど、広報活動に取り組んでいます。

◀
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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保育所（園）・認定こども園の遊びの教室と育児相談（追加募集）
　「いろいろな遊び方を知りたい」「同じ年ごろの子どもを持つ親と友達になりたい」
と思っているみなさん。子どもと一緒に遊びながら、日頃子育てについて悩んでいる
こと、気になっていることなどを話し合ってみませんか。
期間　来年3月まで（実施曜日は下記表参照）の午前10時～11時30分
※のぞみ・さくら・はるかこども園は午前10時～10時45分
対象　市内在宅の1歳6ヵ月～ 3歳児と保護者
場所・申込・問合先　直接来園または電話で申し込んでください。
※応募者多数で定員に達している場合があります。

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事について個別相談が
できます。
日時　11月17日㈬ 午前9時30分～正午
　　　※1人30分
場所　健診センター
対象　1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　11月18日㈭ 午前9時30分～11時
場所　健診センター
対象　令和2年11月19日～令
和3年6月19日生まれの乳児
持ち物　予診票、BCG予防接
種案内用紙（郵送済）、母子健
康手帳（忘れると接種できま
せん）
問合先　健康推進課

名称 住所 電話番号 実施日 定員
清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972 第2水曜日 15組
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379 第3土曜日 5組
のぞみこども園 上瓦屋583-1 468-8005

第3・4木曜日 各10組さくらこども園 旭町4-6 462-2913
はるかこども園 長滝1028 468-8170

０歳児育児教室
対象　市内在宅の生後3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
時間　午前10時～11時
※のぞみ・さくら・はるかこども園は午前10時～10時45分 
申込・問合先　下記の保育園・こども園へ直接、または電話で申し込んでください。
※毎月、申込が必要です。

実施園 住所 電話番号 実施日 定員
（先着順）

のぞみこども園 上瓦屋583-1 468-8005

来年3月までの第2木曜日 各8組さくらこども園 旭町4-6 462-2913

はるかこども園 長滝1028 468-8170

ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447 来年3月までの第2火曜日

各6組下瓦屋こども園 上瓦屋610-1 463-3359
来年3月までの第2木曜日

鶴原保育園 鶴原1033 463-0065

こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713 来年3月までの第4月曜日 3組

こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598 来年3月までの第3木曜日 6組

報報情情てて育育子子
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もう抗体検査は受けましたか？
防ごう！風しん

～昭和37年4月2日～昭和54年4月1日に生まれた男性へ～
　風しんの患者数が増加していることから、感染拡大防止のため、原則、十分な量の抗体がない人を対象に期間
限定で風しんの追加的対策を実施しています。昭和37年4月2日～昭和54年4月1日に生まれた男性には、クー
ポン券を郵送しています。クーポン券は、有効期限の来年2月28日㈪までに利用してください。対象の生年月日
でクーポンをお持ちでない人は、健康推進課へ問い合わせてください。抗体検査・定期予防接種を受ける際には、
本人確認ができる書類（運転免許証、マイナンバーカードなど）が必要となります。
対象　検査・接種当日、泉佐野市に住民登録があり、昭和37年4月2日～昭和54年4月1日に生まれた男性で、
それぞれ次の基準に該当する人
●抗体検査…検査により風しんにかかったことを証明するものがない人
※検査により風しんにかかったことを証明するものがある人でも、希望すれば抗
体検査を受けることができます。
●定期予防接種…平成26年4月1日以降の抗体検査結果で、十分な量の風しんの
抗体がないことが判明した人
※上記以外でも、妊娠を希望する女性、妊娠を希望する女性の配偶者、妊婦の配
偶者は、一定の基準を満たすと「風しん任意予防接種費用の助成」に該当する場
合があります。
問合先　健康推進課
※詳しくは、ホームページでご確認いただくか、問い合わせてください。

水
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基
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の
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検診のご案内
（対象の人はこの機会に検診を受けましょう）

問合先　健康推進課
検診 対象市民 検診内容 自己負担 申込・問合先

肝炎ウイルス検診

過去に肝炎ウイルス検診
に相当する検診を受けた
ことがなく、今年度40歳
以上となる人

問診・血液検査

無料

指定医療機関は健康推進課
ホームページ・広報5月号保
存版を参照

歯周疾患検診 40・50・60・70歳の人
問診・口腔内診査とその結果
に基づくアドバイス 
※歯科治療ではありません。

指定医療機関は健康推進課
ホームページ・広報6月号を
参照

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・
65・70歳の女性

問診・エックス線による骨量
の測定 500円

りんくう総合医療センター
3階 健康管理センター
〔☎469-3111㈹ 予約制〕

受診回数　肝炎ウイルス検診は生涯に1回、歯周疾患検診・骨粗しょう症検診は該当年齢で1回
持ち物　健康手帳（お持ちの人）、自己負担金、健康保険証
※自己負担金減免制度あり。詳しくは健康推進課まで問い合わせてください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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40歳～74歳の国民健康保険加入のみなさんへ
～年に1回健康チェック！特定健診を受けましょう～

　特定健診は高血圧を含む生活習慣病の早期発見だけでなく、治療している人も重症化予防のために受けるこ
とができます。主治医に相談してください。
受診期間　
①医療機関で受診する場合…来年3月末まで
②健診センターで受診する場合…来年1月24日㈪・25日㈫・28日㈮・31日㈪ 
申込　
①直接、特定健診医療機関（送付する受診券に同封のパンフレットに掲載）へ
②●電話予約　11月24日㈬ 午前8時30分～12月22日㈬ 午後7時（日曜日除く）
にフリーダイヤル　0120-188-489（聴覚障害者用Fax461-4571）へ
　●インターネット予約　11月24日㈬ 午前8時30分～12月22日㈬ 午後7時に
「さの健康ナビ」（https://izumisano-sanokenkonavi.secure.force.com）へ
※いずれも受診券が必要です。今年度まだ受診しておらず、受診券がない人は
問い合わせてください。
問合先　
●受診券などに関すること…国保年金課　
●健診内容に関すること…健康推進課

特
定
健
診
を
受
け
て
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
社
）
泉
佐
野
泉
南
医
師
会　

副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼 

新
山
診
療
所 

院
長　

新
山
一
秀

　

昨
年
の
１
月
に
始
ま
っ
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
全
世
界
が
大
変

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
５
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
泉
佐
野
市

で
も
８
月
末
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
約
９
割
の
人
が
２
回
の
接
種
を
済

ま
せ
、
若
い
人
た
ち
に
も
接
種
が
進

ん
で
い
ま
す
。
当
初
は
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
感
染
予
防
の
た
め
に
、
特

定
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
巣
ご
も
り
に
よ
る
運
動
不
足
な

ど
で
生
活
習
慣
病
が
悪
化
す
る
患
者

さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
、

現
在
で
は
特
定
健
診
の
受
診
を
勧
め

て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
の
は

が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
で
全
身
の
が

ん
を
合
わ
せ
て
27.6
％
で
す
が
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
か
ら
起
こ
る
心
疾
患

（
15.0
％
）
と
脳
卒
中
（
7.5
％
）
を
合

わ
せ
る
と
22.5
％
と
、
が
ん
に
次
ぐ
死

因
に
な
り
ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見

は
た
く
さ
ん
の
検
査
を
受
け
な
い
と

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
高
血
圧
や
脂
質

異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

や
高
脂
血
症
）、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
毎
年
の
特
定
健
診
を

受
け
て
い
れ
ば
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
泉
佐
野
市
は
全
国
に
先
駆

け
て
受
診
者
全
員
に
心
電
図
検
査
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
不
整
脈
の
一
種

で
あ
る
心
房
細
動
は
無
症
状
で
も
心

臓
に
血
液
の
塊
が
で
き
、
そ
れ
が
あ

る
日
突
然
心
臓
か
ら
脳
の
血
管
に
飛

ん
で
行
き
、
脳
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て

非
常
に
重
篤
な
脳
梗
塞
（
心
原
性
脳

塞
栓
）
を
起
こ
し
ま
す
。
約
６
年
前

か
ら
心
電
図
で
心
房
細
動
を
発
見
し

て
適
切
な
予
防
治
療
を
始
め
る
取
組

を
始
め
、
当
地
域
で
の
脳
梗
塞
治
療

費
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
れ

ば
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電
図
検

査
、
内
科
診
察
な
ど
20
分
ほ
ど
の
時

間
で
生
命
に
か
か
わ
る
生
活
習
慣
病

の
発
見
を
行
い
健
康
維
持
が
可
能
で

す
。

　

我
々
、
泉
佐
野
泉
南
医
師
会
で
は

泉
佐
野
市
や
他
の
市
町
、
泉
佐
野
保

健
所
、
基
幹
病
院
で
あ
る
り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
と
協

力
し
て
、
特
定
健
診
で
異
常
が
見
つ

か
っ
た
患
者
さ
ん
を
か
か
り
つ
け
医

か
ら
り
ん
く
う
の
専
門
医
の
先
生
に

紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

毎
日
行
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
接
種

に
来
ら
れ
た
高
齢
の
女
性
は
健
診
な

ど
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
血
圧
を
測
る
と
収
縮
期
血
圧

が
２
０
０
㎜
Hg
以
上
、
拡
張
期
血
圧

が
１
０
０
㎜
Hg
以
上
あ
り
ま
し
た
。

５
分
後
に
脳
出
血
で
倒
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
血
圧
値
で
す
。
ま
ず
は
血

圧
測
定
が
最
も
大
事
で
す
。
健
診
だ

け
で
な
く
、
自
宅
で
も
上
腕
（
二
の

腕
）
に
巻
く
血
圧
計
で
自
宅
で
の
血

圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う
。
昼
間
は
低

く
て
も
起
床
後
の
血
圧
が
高
い
場
合

も
あ
り
、
自
宅
で
も
朝
晩
の
血
圧
測

定
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
血
圧
治
療
を
受
け
て
い
て

十
分
に
血
圧
が
下
が
っ
て
い
る
人
が

１
，
１
０
０
万
人
に
対
し
、
治
療
を

受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分

に
目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
人
が

１
，
４
０
０
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
血
圧
治
療
を
う
け
て
も
、

自
分
で
血
圧
を
測
定
し
て
血
圧
手
帳

を
つ
け
て
高
血
圧
を
克
服
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
が
認
知
症
や
寝
た
き
り
を

防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
全
う
す
る
一
番

の
方
法
で
す
。

◀
さ
の
健
康
ナ
ビ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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集団がん検診（予約制・先着順）
～元気でも「もしも」のためです～（健康マイレージ対象）

問合先　健康推進課
日時・種別　下表のとおり
申込
●先行予約受付 ～がん検診受診促進キャンペーン～（健康推進課での窓口予約）
　電話での予約混雑をさけるため、5人以上の申込で通常の受付期間に先行して予約ができ
ます。受付期間が同一であれば、検診日は全員が同日でなくても構いません。申込チラシに
必要事項を記入し、代表者が先行予約受付日〔11月17日㈬〕に健康推進課へ5人分以上提出
してください。予約結果はその場で代表者へお知らせします。
※申込チラシは市ホームページからダウンロードできます。 
●インターネット予約　11月24日㈬ 午前8時30分～12月22日㈬ 午後7時
（https://izumisano-sanokenkonavi.secure.force.com）
※右記のインターネット予約用QRコードからもアクセスできます。
●電話予約　11月24日㈬～12月22日㈬（日曜日、祝日除く）午前8時30分～午後7時にフ
リーダイヤル 0120-188-489（聴覚障害の人限定 Fax461-4571）へ
※先行予約受付日以外の健康推進課窓口予約はありません。受付期間終了後でも、空き状況により再度インター
ネットで予約の受付を行う場合があります。変更・キャンセルは、受付期間内にフリーダイヤルまたはインター
ネットで

実施日 時間 がん検診の種別 場所

1月24日㈪
午前（＊）

結核・肺、胃、大腸、乳、子宮 健診センター午後

1月25日㈫ 午前（＊）

1月26日㈬
午前 結核・肺、胃、大腸

南部市民交流センター本館
夜間 結核・肺、大腸、乳、子宮

1月27日㈭
午前 結核・肺、胃、大腸

北部市民交流センター本館
夜間 結核・肺、大腸、乳、子宮

1月31日㈪
午前（＊）

結核・肺、胃、大腸、乳、子宮 健診センター
午後（＊）

【結核・肺がん検診】　　　　　　　　　　　　　　
内容・費用　
●胸部レントゲン・無料　　　　　　　
●喀痰細胞診(対象者のみ)・300円　　　　　　　
対象　40歳以上の市民

【胃がん検診】　　　　　　　　　　　　　　　　　
内容・費用　胃部エックス線検査・600円
対象　40歳以上の市民　　
※50歳以上の人は、指定医療
機関で胃内視鏡検査（自己負
担2,000円）を受診できます。
ただし、胃内視鏡検査を受診
すると次年度の胃がん検診は
受診不可です。　　

【大腸がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　便潜血検査・無料
対象　40歳以上の市民

【乳がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）
と視触診・1,100円
対象　40歳以上の女性の市民（令和2年4月1日以降
に受診した人は不可）

【子宮がん検診】※指定医療機関でも受診可　
内容・費用　細胞診と内診・800円
対象　20歳以上の女性の市民（令和2年4月1日以降
に受診した人は不可）
※詳しくは広報5月号保存版「守ろう健康 つくろう
健康」をご覧ください。

◀
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※当日受付時間：午前9時～11時30分（南部・北部市民交流センター本館は午前10時～午後0時30分）、
午後1時30分～4時、午後4時～6時30分（検診・日程により異なる）
（＊）特定検診等受診可…加入している医療保険の種類に関係なく、特定健診とがん検診がセットで受けら
れます。泉佐野市国民健康保険・全国健康保険協会（協会けんぽ）以外は、事前に加入の医療保険者に受
診可能か確認のうえ、受診券の発行を受けた後、申込してください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権
推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　人権推進課
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくだ
さい。夜間相談あり
申込・問合先　人権推進課

月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00（問合先：健康推進課）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
問合先　消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）

見守リリー▶

南海「泉佐野」駅前
　　　 ☎469-2240

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
午前9時～
午後4時30分

　相談に乗るとお金がもらえる!?
うまい話に惑わされないで

【
事
例
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
た

ら
、「
悩
み
が
あ
る
人
の
相
談
に
乗

る
と
お
小
遣
い
が
も
ら
え
る
」
と
い

う
サ
イ
ト
の
広
告
が
目
に
留
ま
り
、

登
録
し
た
。
男
性
か
ら
メ
ー
ル
が
届

き
、
何
度
も
や
り
取
り
し
た
後
、「
お

礼
の
80
万
円
を
支
払
う
た
め
に
は
連

絡
先
の
交
換
が
必
要
だ
が
、
サ
イ
ト

の
ロ
ッ
ク
解
除
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
買
う
必
要
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、

母
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
無
断

で
持
ち
出
し
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
し

た
。
何
度
も
ロ
ッ
ク
解
除
に
失
敗
し

た
た
め
、結
局
25
万
円
も
使
っ
た
が
、

お
金
は
も
ら
え
て
い
な
い
。
返
金
し

て
ほ
し
い
。（
当
事
者
：
中
学
生
女

性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
、
簡
単
な
や
り

と
り
だ
け
で
お
金
が
も
ら
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
に
乗
る
だ
け
で
お
金
を
あ
げ
る

な
ど
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ
ず
、
知

ら
な
い
相
手
と
は
や
り
取
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
メ
ー
ル
の
相
手
は
サ
イ
ト
が
雇
っ

た
「
サ
ク
ラ
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
謝
礼
金
な
ど
を
も
ら
う
条

件
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
購
入
な
ど
お

金
の
支
払
い
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
度
お
金
を
支
払
っ
て

し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
に
つ

い
て
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
も
大
切

で
す
。

●
保
護
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

管
理
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　困った時は、消費生活セン
ターに相談してください。

▲イラスト：黒崎　玄

▶
参
考
：
（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
情
報 

第
１
３
８
号
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

24広報いずみさの 令和3年11月号

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
売
買
春
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
改
訂
版
（
第
２
次
人
ひ

と
プ
ラ
ン
）」
の
基
本
目
標
に
「
あ

ら
ゆ
る
暴
力
の
排
除
」
を
掲
げ
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

大
阪
府
公
安
委
員
会
指
定 

犯
罪

被
害
者
等
早
期
援
助
団
体 

認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の

下
に
身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し

て「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」

と
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
な

り
ま
す
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
に

あ
な
た
も
リ
ボ
ン
を
！
】

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は

泉
佐
野
市
人
権
対
策
本
部
の
男
女
共

同
参
画
部
会
や
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（IW

N
）
の

協
力
で
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
の

制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
パ
ー
プ

ル
リ
ボ
ン
運
動
に
賛
同
い
た
だ
け
る

人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
ツ
リ
ー
に
リ
ボ
ン

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。
ツ
リ
ー
は
市

関
係
施
設
な
ど
に
設
置
予
定
で
す
。

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
女
性

の
た
め
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

あいあい講座　
　いろいろな人権の知識を増やすことが人権尊重のスキルアップにつ
ながります。連続講座ですが、興味のある回だけの受講も可能です。
気軽に参加してください。
【ハンセン病と人権】
日時　11月17日㈬ 午後6時30分～ 8時
内容　「閉じ込められた生命 ～ハンセン病回復者と家族の経験から～」
定員　30人（先着順）
講師　黄　光男さん（ハンセン病家族訴訟原告団 副団長）

【子どもの人権】
日時　11月25日㈭ 午後6時30分～ 8時
内容　「子どものくらしによりそって」
定員　10人（先着順）
講師　中村博美さん（市立長南小学校 教員）

【部落差別問題】
日時　12月17日㈮ 午後1時30分～3時
内容　「部落はどこですか？ ～同和地区の問い合わせを考える～」
定員　30人（先着順）
講師　柴原浩嗣さん〔（一財）大阪府人権協会 業務執行理事兼事務局長〕

【全国水平社創立百周年】
日時　来年1月14日㈮ 午後6時30分～ 8時
内容　「宣言起草者 西光万吉の戦後」
定員　10人（先着順）
講師　西川和良さん（西光万吉顕彰会 資料整理ボランティア）

いずれも
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
共催　泉佐野市人権を守る市民の会
申込・問合先　住所、氏名、電話番号、希望の講座を記入しFAX、eメー
ル（jinken@city.izumisano.lg.jp）または電話で人権推進課へ
※手話通訳希望者は開催日の 10日前までに申し込んでください。例
年、実施しているフィールドワークは新型コロナウイルス感染拡大防
止のため今年度は中止します。 ▲イメージキャ

ラクター

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
件
・

事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
へ
の
相

談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
相
談
電
話
…
☎
06
・
６
７
７
４
・

６
３
６
５
（
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
〕
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
０

５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４
（
年
末

年
始
を
除
く
午
前
７
時
30
分
〜
午
後

10
時
、
上
記
相
談
電
話
が
稼
働
中
は

相
談
電
話
に
自
動
的
に
つ
な
が
り
ま

す
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://w

w
w
.

ovsac.jp/

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
・
支
援
無
料
、
秘
密
厳
守
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12月4日～10日は人権週間　泉佐野市人権のつどい
開催日　12月4日㈯
場所　エブノ泉の森 小ホール
定員　200人（先着順）
主催　泉佐野市、泉佐野市人権を守る市民の会、泉佐野市教育委員会、（公社） 泉佐野市
人権協会
申込・問合先　電話またはFAX、eメールで住所、氏名、電話番号、人数を記入し、
人権推進課、泉佐野市人権を守る市民の会（人権推進課内 eメール：jinken@city.
izumisano.lg.jp）へ
※手話通訳・一時保育（1歳～就学前・若干名・先着順）あり、希望する人は11月26日
㈮までに申し込んでください。
【第1部】
●式典…午後1時30分～（開場：午後1時）
●講演…午後1時50分～3時
内容「見えているけど見えてない～ビジュアル（写
真）情報から考える人権～」
講師　大藪順子さん（フォトジャーナリスト）
【第2部】　
時間　午後3時10分～4時
内容　泉佐野市小中学生人権作品コンテストの最
優秀賞・優秀賞受賞者の表彰、最優秀作品の朗読（作
文・読書感想文・詩の部門）、人権作品コンテスト
の優秀作品の展示（各部門の最優秀賞・優秀賞・入
選を受賞した作品）
展示期間・場所　※いずれも最終日は午後4時まで
●12月4日㈯～10日㈮・エブノ泉の森ホールギャ
ラリー（午前10時～午後5時・月曜休館）
●12月14日㈫～21日㈫・市役所1階
ロビー　

ヘイトスピーチゆるさへん！
11月は
「大阪府ヘイトスピーチ解消
推進条例」啓発推進月間
　大阪府では、ヘイトスピーチを
なくし、全ての人がお互いに違い
を認めあい、尊重しあう共生社会
づくりをめざしています。
　私たち一人ひとりが命の尊さや
人間の尊厳を認識し、全ての人の
人権が尊重される豊かな社会を築
きましょう。
問合先　府 人権擁護課 （☎06-6210-
9282 Fax06-6210-9286）

大藪順子（おおやぶ　のぶこ）プロフィール
　大阪府豊中市生まれ。アメリカのコロンビア大学フォ
トジャーナリズム科卒業。アメリカの新聞社で専属フォ
トジャーナリストとして勤務する傍ら、写真プロジェ
クト「STAND：性暴力サバイバー達」で約80人の性
暴力被害者を取材撮影。2006年より日本でも性暴力被
害者に対する社会的意識改善のため写真展や講演活動
を行う。全米報道写真家協会より数々の受賞他、ワシ
ントンDCよりビジョナリーアワード（2002年）、や
よりジャーナリスト賞（2008年）、シカゴ母校より卒
業生賞（2011年）受賞。2018年に団体Picture This 
Japanを設立。社会的弱者と呼ばれる人たちが自ら写
し、彼等の世界を内側から写し伝えるプロジェクトを
企画運営する。

大藪順子さん▶

「
泉
佐
野
市
民
の
人
権
に
関
す
る

意
識
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
の
泉
佐
野
市
の
人
権
に

関
す
る
教
育
・
啓
発
活
動
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

人
権
に
対
す
る
意
見
や
考
え
方
を
把

握
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

18
歳
以
上
の
市
民
の
中
か
ら
無
作

為
で
３
，
０
０
０
人
の
人
に
調
査
票

を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
取

ら
れ
た
人
は
、
回
答
い
た
だ
き
、
11

月
９
日
㈫
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課　

同時開催
インド独立75周年　写真パネル展

～多様性の国 インド～
　人権週間に多文化共生について、考えます。インド独立の父、
マハートマ・ガンディーの精神についても紹介します。
開催日　12月4日㈯～10日㈮
時間　午前10時～午後5時
※12月6日㈪は閉館、12月10日㈮は午後4時まで
場所　エブノ泉の森ホール ギャラリー
主催
在大阪・神戸インド総領事館
問合先　自治振興課
※同時開催「泉佐野市小中学生
人権作品コンテスト優秀作品展
示」

マハートマ・ガンディー▶



学 校 園 紹 介

子
ど
も
た
ち
の
「
安
全
の
確
保
」
と
「
学
び
の
保
障
」
の
両
立
の
た
め
に

　児童生徒一人ひとりに学習用端末が整備されてか
ら、本校ではその活用が進んできました。国語、算数、
理科、生活、社会、外国語などの各教科の学習プログ
ラムを活用したり、写真や動
画に撮ったものを詳細に調べ
たり、子どもたちは興味深く
学習に取り組むことができて
います。
【低学年の音楽の授業】コロナ
禍で音楽の授業を進めるのは
苦労が多いですが、学習教材
を共有し、〇△□を書き込んで、その大きさや位置に
よっていろんな音をつくる授業を行いました。気に
入ったメロディを自分で作っていくのは、とても楽し
そうでした。

【高学年の体育の授業】実技を動
画に撮り、その場で自分の演技
を確認して、理想とする演技と
見比べて、どこをどう改善した
らいいのかを考え、次に生かし
ていく授業も行いました。

　今年度に入ってから特に学習
用端末の活用が進んできていま
す。今後さらに活用できる範囲
を広げ、子どもたちの学習意欲
の向上、学力保障につなげてい
きたいと考えています。

　佐野台小学校は、「子どもの体力向上推進校」とし
て体を鍛えることで心を磨き、体験型の学びを通じて
優しくたくましい児童の育成を推進しています。
【みんな仲良し】学校の一
員となった1年生を、上級
生が大歓迎しました。温か
いまなざしに包まれた新入
生は、安心して勉強や運
動に取り組むことができま
す。
【協力して成長】学年の枠を越えて編成される「わく
わく班」で、七夕飾りを作りました。他にも「あいさ

つ運動」「募金活動」「学校
紹介ポスター作り」「運動
会の準備」「ゲーム大会」
などの活動があります。お
互いが助け合うことで、で
きなかったことができるよ
うになる楽しさを実感して
います。

【思いやり】東京オリンピックに出場するウガンダ共和
国の選手に、激励のメッセー
ジやイラストを贈りました。
日本に来た外国人の気持ち
を思い浮かべながら、習っ
ている英語を使っての精一
杯の表現活動は、優しい心
を育んでくれます。

問合先
学校教育課

学習用端末の活用
～中央小学校～

仲間と一緒に成長する
～佐野台小学校～

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

し
、
市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
引

き
続
き
感
染
予
防
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
し
、
で
き
る
限
り
教
育
活
動

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
に
も
、

よ
り
実
情
に
即
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
出
席
停
止
の
措
置
及
び
臨
時
休
業

の
判
断
に
つ
い
て
】

　

学
校
に
お
い
て
感
染
者
が
発
生
し

た
場
合
、
学
校
の
全
部
ま
た
は
一
部

の
臨
時
休
業
を
行
う
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
の
調
査
や
学
校
医
の

助
言
な
ど
を
踏
ま
え
て
学
校
の
設
置

者
が
判
断
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
濃
厚
接
触
者
な
ど
の
特
定

お
よ
び
そ
の
検
査
結
果
が
判
明
し
全

体
像
が
把
握
で
き
る
ま
で
の
期
間
、

お
よ
び
校
舎
内
の
清
掃
消
毒
な
ど
に

要
す
る
期
間
を
考
慮
し
、
学
校
の
臨

時
休
業
の
要
否
を
検
討
し
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
で
家
庭
内
感
染
で
は

な
い
感
染
者
が
発
生
し
た
と
き
な

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

ど
、
学
校
内
で
感
染
が
広
が
っ
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
当
該
感
染
者
な
ど
を
出
席
停
止

と
す
る
と
と
も
に
、
学
校
医
な
ど
と

相
談
し
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
業
を

検
討
し
ま
す
。

●
学
級
閉
鎖
…
同
一
の
学
級
に
お
い

て
複
数
の
児
童
生
徒
の
感
染
が
判
明

す
る
な
ど
、
学
級
内
で
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合

（
原
則
５
日
を
目
安
）

●
学
年
閉
鎖
…
複
数
の
学
級
を
閉
鎖

す
る
な
ど
、
学
年
内
で
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
場
合

●
学
校
全
体
の
臨
時
休
業
…
複
数
の

学
年
を
閉
鎖
す
る
な
ど
、
学
校
内
で

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
場
合

　

誰
に
も
感
染
症
に
り
患
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。風
評
な
ど
に
よ
り
、

り
患
し
た
人
お
よ
び
濃
厚
接
触
者
な

ど
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
学

校
教
育
課
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ず
み
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と
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回

　

 「
中
世
の
民
衆
と
法
華
経
信
仰
〜
慈
眼
院
の
こ
け
ら
経
〜
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

広報いずみさの 令和3年11月号27

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉘
～旅引付編（12）「土丸・雨山城跡（後編）」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　土丸・雨山城の山頂や曲輪などからは、大阪湾や関西国際空港を
はじめ大阪南部のまちなみや大阪府唯一の重要文化的景観である大
木地区の農村景観を眺めることができます（令和3年度ビュースポッ
トおおさか選定）。また、空港方面の夜景もきれいに見ることができ
ます。
　南北朝までさかのぼる古い城であり、室町時代から戦国時代にか
けては和泉と紀伊の境目の重要拠点として、日本の歴史上おおきな
戦いの中で使用されました。

　最初の城主は、日根野を拠点とする武士 日根野氏で、その後、南朝方で楠木一族の橋本正督（正高）が城
主となりました。
　『政基公旅引付』にも戦乱から逃れようとした日根荘入山田村の人々が山にこもったり、家財を隠したりし
たとの記述もたびたび登場しており、遺構や祭り、記録などから水と雨乞い信仰の場であり、村人が山に逃げ
込んだり身近に接したその山と戦いの場となった城郭が共存するいわゆる「人びとを守る山」としての姿を伺
うことができる貴重な山城です。

日根荘大木の農村景観

▶
慈
眼
院
所
蔵
「
こ
け
ら
経
」（
泉
佐

野
市
有
形
民
俗
文
化
財
、「
泉
佐
野
市

の
文
化
財
」
よ
り
）

　

現
在
、
開
催
中
の
歴
史
館
い
ず

み
さ
の
秋
季
特
別
展
「
い
の
り
よ
、

と
ど
け
」
に
関
連
し
て
こ
け
ら
経
を

題
材
に
中
世
の
民
衆
と
法
華
経
信

仰
（
ほ
け
き
ょ
う
し
ん
こ
う
）
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
慈
眼
院
所
蔵
の

こ
け
ら
経
は
、
本
堂
天
井
裏
か
ら

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
木
片
を
長

さ
約
25
㎝
、
幅
約
１
㎝
、
厚
さ
1.5

㎝
ほ
ど
に
薄
く
割
剥
い
で
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
経
木
の
両
面
に
は
、

法
華
経
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
バ

ラ
バ
ラ
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い

こ
け
ら
経
に
し
て
は
珍
し
く
一
束

の
状
態
で
す
。
残
念
な
が
ら
書
写

さ
れ
た
年
月
日
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
正
確
に
い
つ
頃
作
成
さ

れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
経
木
１

枚
ご
と
の
幅
の
狭
さ
や
、
経
木
両

面
へ
の
書
写
と
い
う
点
か
ら
鎌
倉

時
代
作
成
と
想
わ
れ
ま
す
。

　
〝
こ
け
ら
〞
や
〝
経
木
（
き
ょ
う

ぎ
）〞
と
呼
ば
れ
る
薄
く
剥
い
だ
木

の
板
に
経
文
を
書
写
し
た
も
の
を

こ
け
ら
経
と
い
い
ま
す
。
通
常
は

一
枚
の
経
木
一
面
に
17
字
、
表
裏

の
両
面
に
書
写
す
る
場
合
は
両
面

で
34
字
ず
つ
を
書
写
し
、
20
枚
も

し
く
は
40
枚
で
一
束
に
し
ま
し
た
。

お
寺
へ
の
奉
納
や
、
経
塚
の
よ
う

に
埋
納
さ
れ
る
場
合
は
、
経
典
一

巻
分
（
経
木
数
千
枚
）
を
一
巻
に

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

写
経
の
方
式
は
、
手
本
で
あ
る
法

華
経
の
形
態
に
影
響
さ
れ
た
よ
う

で
、
20
行
ず
つ
に
切
断
し
折
本
へ
仕

立
て
た
春
日
版
法
華
経
が
登
場
す
る

室
町
時
代
半
ば
（
１
４
５
０
年
代
）

に
は
、
両
面
写
経
か
ら
片
面
写
経
へ

移
行
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
け
ら
経
は
塔
婆
を
建
て
る
造

塔
の
功
徳
と
写
経
す
る
こ
と
に
よ
り

願
い
が
成
就
す
る
と
説
く
写
経
の
功

徳
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
た
め
、
法
華
経
の
功
徳
と
習
合

し
、
死
者
へ
の
追
善
供
養
と
来
世
の

幸
福
を
願
っ
て
逆
修（
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
）

（
生
前
供
養
）
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い
現
実
か
ら

逃
れ
、
来
世
で
幸
福
を
得
よ
う
と
い

う
願
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

法
華
経
は
滅
罪
・
往
生
な
ど
様
々

な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
主
な
と
こ

ろ
は
法
華
経
を
信
仰
す
れ
ば
、
現
世

に
お
い
て
は
安
穏
を
、後
世
（
来
世
）

で
は
善
な
る
所
に
生
ま
れ
る
と
説
く

も
の
で
あ
り
、
現
世
の
利
益
と
来
世

の
幸
福
を
願
う
も
の
で
し
た
。
武
士

の
台
頭
、
寺
院
の
荒
廃
、
僧
侶
の
武

装
化
な
ど
社
会
世
相
の
悪
化
と
共
に

末
法
思
想
が
広
ま
る
宮
廷
社
会
に
お

い
て
、
現
実
の
不
安
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
現
世
と
来
世
で
の
幸
福
を
祈
る

法
華
経
信
仰
や
、
自
己
の
極
楽
浄
土

（
ご
く
ら
く
じ
ょ
う
ど
）
へ
の
往
生

を
説
く
阿
弥
陀
信
仰
（
あ
み
だ
し
ん

こ
う
）
が
広
ま
る
の
は
自
明
の
理
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
現
実

か
ら
離
れ
る
死
に
対
し
て
、
念
仏
を

唱
え
、
法
華
経
を
読
ん
で
死
後
の
幸

福
を
願
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時

の
貴
族
の
日
記
に
は
、
念
仏
や
法
華

経
の
読
誦
が
多
数
記
さ
れ
て
お
り
、

流
行
の
様
相
が
う
か
が
え
ま
す
。
更

に
、
鎌
倉
時
代
に
は
日
蓮
の
登
場
に

よ
り
民
衆
社
会
へ
の
法
華
経
流
布
が

加
速
し
ま
し
た
。

　

荘
園
進
出
を
目
論
む
武
士
や
寺
院

勢
力
は
、
民
衆
か
ら
す
れ
ば
現
世
に

お
け
る
苦
悩
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

特
に
守
護
勢
力
と
根
来
寺
の
双
方
に

地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
遠
か
ら
ぬ

日
根
荘
の
民
衆
に
と
っ
て
は
、
法
華

経
の
説
く
功
徳
は
希
望
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

慈
眼
院
金
堂
に
納
め
ら
れ
た
法
華

経
書
写
の
こ
け
ら
経
も
こ
う
し
た
現

世
と
来
世
の
幸
福
を
願
う
日
根
荘
の

人
々
に
よ
っ
て
写
経
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。



視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、25日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、3日㈷、23日㈷、25日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、3日㈷、23日㈷、25日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 17日 8日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 12日 3日
24日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 17日 8日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 12日 3日
24日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 17日 8日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 12日 3日
24日 3時40分～4時30分

第三小学校 10日 1日
22日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 19日 10日 1時10分～2時10分

第二小学校 10日 1日
22日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 19日 10日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 24日 15日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃
ゴミ置き場前 20日 11日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 24日 15日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 20日 11日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 11日 9日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 20日 11日 3時00分～3時30分

安松町会館 11日 9日 2時30分～3時00分 貝田町会館 20日 11日 3時40分～4時10分

北中小学校 4日 2日
16日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 6日

27日 18日 1時15分～1時45分

西出町会館 4日 2日
16日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅

中央集会所
6日
27日 18日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 4日 2日
16日 3時30分～4時00分 湊町会館 6日

27日 18日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 5日
26日 17日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 13日

4日
25日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 5日
26日 17日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場 13日 4日
25日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 5日
26日 17日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶オンラインコミュニケーション
講座（山崎　紅) ▶ブッダが説いた幸せな生
き方（今枝由郎）▶オオサカ、大逆転!（結
城豊弘）
【児童書】▶かうかうからす（ほそい　さつき）
▶がっかり妖怪大図鑑（村上健司）▶カメ
の甲羅はあばら骨（川崎悟司）
※上記以外の新着図書については、問い合
わせてください。

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどをします。
日時　11月17日㈬、12月1日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

読み聞かせデビュー
　図書館スタッフが絵本の読み聞かせのコツを教えます。初めての
人、ちょっと気になる人も大歓迎。ぜひ参加してください。
日時　11月17日㈬ 午後1時30分～3時（開場：午後1時15分）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
対象　絵本の読み聞かせに興味がある人（子どもと一緒に参加可）
※初めての人を対象とするため、現在、読み聞かせボランティアな
どで活動中の人はご遠慮ください。
定員　10人（先着順）
申込・問合先　11月2日㈫以降に直接または電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館へ
※参加無料

日曜・祝日おはなし会
　絵本の読み聞かせや紙芝居などをします。気軽に参加してください。
日時　11月23日㈷ 午後2時～3時（開場：午後1時45分）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
出演　クローバー
定員　30人（先着順）
※申込不要、参加無料
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【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（毎月最終木曜日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
プ
ロ
の
技
を
学
ぼ
う
！
い
ず
み
さ
の

漫
画
道
場

　

各
パ
ー
ツ
の
描
き
方
の
コ
ツ
や
表
情

の
作
り
方
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
も
ら
い
な
が
ら
人
物
描
写
の

練
習
を
し
ま
す
。
プ
ロ
気
分
で
漫
画
原

稿
用
紙
や
つ
け
ペ
ン
を
体
験
し
よ
う
！

日
時　

12
月
５
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

小
学
５
年
生
以
上

※
大
人
の
参
加
大
歓
迎
！

定
員　

17
人
（
先
着
順
）

講
師　

林　

日
出
夫
さ
ん

（
大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部 

デ
ザ
イ

ン
美
術
学
科 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
マ
ン

ガ
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
コ
ー
ス
准
教
授
）

教
材
費　

３
０
０
円　

持
ち
物　

鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
ペ
ン

（
HB
以
上
）、
色
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
30

㎝
以
上
の
定
規
、
そ
の
他 

普
段
漫
画

を
描
く
た
め
に
使
っ
て
い
る
道
具
（
画

材
な
ど
）
が
あ
る
人
は
持
参
可

申
込　

11
月
11
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
教
材

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月

30
日
㈫
ま
で

■
ト
ロ
ッ
ケ
ン
ゲ
ビ
ン
デ
体
験
講
座　

〜
ト
ピ
ア
リ
ー
を
作
ろ
う
！
〜

　

木
の
実
な
ど
の
自
然
素
材
を
丸
い
オ

ア
シ
ス
の
周
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
可
愛

い
ト
ピ
ア
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
星
く
ず
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
そ
う
♪

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
あ
る
空
間
で
は
、
脳

と
身
体
の
緊
張
が
和
ら
ぎ
、
イ
ラ
イ
ラ

度
が
有
意
に
下
が
る
そ
う
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
を
灯
す
楽
し
み
を
味
わ
い
な
が

ら
、
自
分
色
の
星
く
ず
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
１
日
㈬

●
午
前
10
時
〜
11
時

●
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

■
市
民
大
学
講
座
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
」

〜
「
暮
ら
し
」
の
中
か
ら
考
え
る
持
続

可
能
な
社
会
に
向
け
て
の
取
り
組
み
〜

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ) 

と

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

国
際
社
会
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
事
は
あ
っ
て
も
具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
な
の
か
良
く
分
か
ら
な
い
と

い
う
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
く
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈮
、
12
月
10
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
全
２
回
）

対
象　

全
回
受
講
で
き
る
人
優
先

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

高
橋
真
央
さ
ん
（
甲
南
女
子

大
学 

国
際
学
部
／
文
学
部 

多
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

准
教
授
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
お
正
月
飾
り
講
座

　

上
品
で
華
や
か
な
「
し
め
縄
」
を
作

り
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

※
昨
年
未
受
講
者
優
先

講
師　

中
林
正
恵
さ
ん
（
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト la lira 

主
宰
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

※
材
料
費
納
入
時
に
し
め
縄
の
色
を
選

択
（
先
着
順
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
袋
（
37
㎝
×
25
㎝
の
作
品
が
入

る
大
き
さ
）

申
込　

11
月
12
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

　

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
飾
り
と
し
て
も
重

宝
さ
れ
ま
す
。
作
品
の
サ
イ
ズ
は
高
さ

約
20
㎝
、
器
の
サ
イ
ズ
約
９
㎝
四
方
、

リ
ボ
ン
は
３
色
（
ピ
ン
ク
・
黄
色
・
水

色
）
か
ら
好
き
な
色
を
選
べ
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
森
豊
恵
さ
ん

（G
runer W

ald

主
宰
）

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る
ク
ラ
フ

ト
バ
サ
ミ
、
先
の
尖
っ
た
ラ
ジ
オ
ペ
ン

チ
、
持
ち
帰
り
用
袋
、
筆
記
用
具
、
飲

料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
眼
鏡
（
必

要
な
人
）

申
込　

11
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
24
日
㈬
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

FU
N
 Lab.candles

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

※
キ
ャ
ン
ド
ル
１
個
製
作（
灯
し
用
キ
ャ

ン
ド
ル
の
お
土
産
付
き
）

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋
（
小
さ
め
の

紙
袋
）、筆
記
用
具
、飲
料
水
、眼
鏡
（
必

要
な
人
）

申
込　

11
月
10
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
21
日
㈰
ま

で※
一
時
保
育
（
若
干

名
・
先
着
順
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に

ル
は
11
月
28
日
㈰
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名・先
着
順
）
あ
り
、

希
望
者
は

申
込
時
に
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で

し
め
縄
作
り

　

美
し
さ
長
持
ち
の
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
「
し
め
縄
」
を
作

り
ま
す
。

日
時　

12
月
1
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

川
﨑
陽
子
さ
ん

受
講
料　

２
，７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

針
金
が
切
れ
る
は
さ
み

申
込　

11
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
24
日
㈬
ま
で

■
マ
ク
ラ
メ
編
み
で
結
ん
で
作
る
ク
リ

ス
マ
ス
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

　

マ
ク
ラ
メ
編
み
と
は
、
手
で
紐
を
結

ん
だ
り
編
ん
だ
り
…
と
い
う
工
程
を
繰

り
返
し
、
模
様
を
生
み
出
す
技
法
の
こ

■
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
サ
ン
タ
を
作
ろ
う

　

手
の
ひ
ら
に
ち
ょ
こ
ん
と
か
わ
い
い

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で

チ
ク
チ
ク
作
り
ま
せ
ん
か
。
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
に
も
な
る
よ
う
に
仕
上
げ
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
山
尚
子
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，２
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み

■
脱
！
乾
燥
!!

冬
に
備
え
る
う
る
お
い
肌
の
作
り
方

〜
あ
な
た
用
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ス
キ

ン
ケ
ア
レ
ッ
ス
ン
〜

　

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
機

会
を
持
ち
に
く
い
今
、
楽
し
く
リ
ラ
ッ

ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
時
間
を
過
ご

し
な
が
ら
、
お
悩
み
肌
を
解
決
！
セ
ル

フ
ス
キ
ン
ケ
ア
の
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。(

ス
キ
ン
ケ
ア
用
品
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
）

日
時　

11
月
22
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
村
希
美
さ
ん
（
オ
ッ
ペ
ン
化

粧
品
）

受
講
料　

１
，
２
０
０
円
（
資
料
代
含

む)持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、

髪
留
め
（
タ
ー
バ
ン
や
ヘ
ア
ピ
ン
な

ど
）
、
大
き
め
の
鏡
、
メ
イ
ク
道
具
、

ス
キ
ン
ケ
ア
用
品(

必
要
な
人
）

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
18
日
㈭

ま
で

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
漢
字
検
定
前
対
策
講
座
（
全
５
回
）

　

漢
字
検
定
合
格
に
向
け
て
一
緒
に
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
㈯
、
12
月
11
日
㈯
・

25
日
㈯
、
来
年
１
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

対
象　

漢
字
検
定
の
受
験
を
考
え
て
い

る
人

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
願
左
知
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈪
ま
で 

■
第
３
回 

日
本
漢
字
能
力
検
定

（
２
〜
10
級
）

日
時　

来
年
１
月
29
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
10
〜
８
級
は
２
時
40
分
ま
で

受
験
料　

10
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、
７

〜
５
級
２
，０
０
０
円
、４
〜
準
２
級
２
，

５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０
円

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
受
験
料
を

持
参
し
事
務
室
へ
。
申
込
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
22
日
㈬ 

午
後
５
時
ま
で

■
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
や
り
や
す
い
！
お

う
ち
時
間
で
物
の
整
理
終
活
タ
イ
ム

　

ど
う
し
て
も
見
切
れ
な
い
物
へ
の
心

の
整
理
の
仕
方
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

お
伝
え
し
ま
す
。
受
講
者
全
員
に
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

日
時　

11
月
25
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん
（
お
掃
除
・

収
納
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

飲
料
水
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
19
日
㈮
ま
で

と
で
す
。
ツ
リ
ー
型
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
作
り
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

平
井
純
代
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

11
月
８
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
19
日
㈮
ま
で

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

③
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

①
②
各
２
，５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

③
３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で

開
催
日

（
11
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

②
20
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

③
20
日
㈯
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

申
込　

11
月
８
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
22
日
㈪
ま
で

※写真はイメージです。
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
新
春
を
祝
う

ミ
ニ
葉
ボ
タ
ン
の
寄
せ
植
え

　

今
年
も
ミ
ニ
葉
ボ
タ
ン
を
使
っ
た
寄

せ
植
え
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈭ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

籔　

美
紀
さ
ん
（
園
芸
店
す
み

れ
の
森
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
１
日

㈬
ま
で

※
仕
入
れ
状
況

に
よ
り
、
大
き

さ
や
形
状
が
変

わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　

■
か
ぎ
針
講
座「
カ
ラ
フ
ル
ソ
ッ
ク
ス
」

　

足
元
を
カ
ラ
フ
ル
に
し
て
暖
か
い
冬

に
し
よ
う
！
色
は
当
日
に
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

■
朗
読
公
演
会

　

朗
読
を
聞
き
な
が
ら
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
お
は
な
し
の
世
界
へ
ど
う
ぞ
。

日
時　

11
月
25
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

出
演　

お
は
な
し
フ
ォ
ン
ト
ク
ラ
ブ

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

「
ヨ
ー
ガ　

ソ
レ
イ
ユ
」

　

身
体
が
硬
く
て
も
大
丈
夫
！
少
し

の
ポ
ー
ズ
で
元
気
に
な
る
ヨ
ー
ガ
で

す
。
心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。

活
動
日
時　

第
２・
４
火
曜
日         

               

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

問
合
先　

山
路

（
☎
０
９
０
・
９
１
１
９
・
４
４
７
７
）

■
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
講
座

「
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
大
福
を
作
ろ
う
！
」

日
時　

11
月
30
日
㈫ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷　

由
美
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
（
台
ふ

き
１
枚
・
食
器
ふ
き
２
枚
）、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
大
福

５
個
程
度
分
）

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
20
日
㈯
ま
で　

■
季
節
の
発
酵
食
家
庭
料
理
講
座

「
冬
ご
も
り
を
彩
る醸

し
お
う
ち
ご
は
ん
」

　

冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
て
ゆ
っ
く

り
身
体
を
休
め
る
時
期
で
す
。
旬
の
野
菜

を
中
心
に
、
色
々
な
柑
橘
類
の
酸
味
や

香
り
を
生
か
し
た
発
酵
料
理
で
、
気
持

ち
も
身
体
も
ホ
カ
ホ
カ
に
、
冬
の
お
う

ち
時
間
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
27
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

照
り
焼
き
チ
キ
ン
柚
子
風

味
、
蒸
し
野
菜
の
味
噌
和
え
、
ほ
か
ほ

か
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
冬
野
菜
の
甘
糀
み
か

ん
マ
リ
ネ
、
丸
ご
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ご

飯
、
さ
つ
ま
い
も
＆
り
ん
ご
の
金
柑
煮

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

林　

浩
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
/
０
号

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月

18
日
㈭
ま
で

講
師　

し
ば
た　

ゆ
み
こ
さ
ん
（「
実

り
の
木
」パ
ン
と
発
酵
料
理
教
室
主
宰
）

材
料
料　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
２
枚（
食

器
拭
き
用
）、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
５
日

㈮
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
11
月
19

日
㈮
ま
で

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
ペ
ン
字
講
座

　

謹
賀
新
年
、
迎
春
な
ど
の
賀
詞
、
添

え
書
き
の
練
習
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
25
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

金
重
暁
子
さ
ん

持
ち
物　

太
字
用
（
筆
ペ
ン
）、
細
字

用
（
万
年
筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、

飲
料
水

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

電
話
や
メ
ー
ル
を
！
〜

日
時　

11
月
26
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
体

験
す
る
人

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
井
さ
ん
・
松
本
さ
ん
（
ド
コ

モ
シ
ョ
ッ
プ
羽
倉
崎
店 

ス
マ
ホ
教
室

■
楽
し
く
美
味
し
い
パ
ン
づ
く
り
講
座

〜
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
パ
ン
を

作
ろ
う
！
〜

日
時　

12
月
９
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

池
田
由
加
さ
ん
（JH

BS

認
定

教
師
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

11
月
９
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
26
日
㈮
ま
で

■
カ
レ
ン
先
生
の
英
会
話
教
室

〜
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
英
語
と
の
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
を
！
〜

日
時　

11
月
27
日
㈯
、
12
月
４
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分（
全
２
回
）

対
象　

乳
幼
児
（
０
歳
〜
就
学
前
）
と

保
護
者

定
員　

８
組
（
16
人
・
先
着
順
） 

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
・
塩
田
和
明

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

11
月
11
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

講
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

11
月
10
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

　
「
手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

　

キ
ャ
ラ
メ
ル
風
味
の
薪
型
ケ
ー
キ
を

作
り
ま
す
。１
人
１
本
持
ち
帰
り
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

※
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11

月
29
日
㈪
ま
で

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
誰
も
が
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ
」

〜
お
ろ
し
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
で
あ
っ

さ
り
と
〜　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
30
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

お
ろ
し
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー

グ
、ベ
ー
コ
ン
と
野
菜
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー
、

■
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

　

美
し
い
文
字
は
印
象
度
も
ア
ッ
プ
！

上
手
に
書
く
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

的
場
江
陽
さ
ん
（
全
日
本
書
芸

学
院
理
事
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
20
日
㈯

ま
で

■
師
走
の
お
掃
除
収
納
セ
ミ
ナ
ー

　

少
し
ず
つ
大
掃
除
を
始
め
て
師
走
の

忙
し
さ
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
節
約
・

時
短
で
で
き
る
掃
除
の
コ
ツ
を
お
伝
え

し
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん
（
お
掃
除
・

収
納
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込　

11
月
５
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
21
日
㈰

ま
で

※
受
講
無
料
。
受
講
者
に
は
粗
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん

〜
野
菜
た
っ
ぷ
り
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
〜

日
時　

11
月
30
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

肉
だ
ん
ご
と
豆
腐
の
コ
ト

コ
ト
鍋
、
人
参
と
ツ
ナ
の
し
り
し
り
、

即
席
べ
っ
た
ら
漬
け
、
バ
ナ
ナ
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
20
日
㈯
ま
で

■
編
み
ぐ
る
み
作
り
（
全
２
回
）

　

来
年
の
幸
せ
の
干
支
「
寅
」
を
か
ぎ
針

編
み
で
作
り
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日

㈮
・
10
日
㈮ 

午

前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先

着
順
）

講
師　

馬
場
春
美
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

●
小
１
体
…
６
５
０
円

●
大
小
２
体
…
１
，
３
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
/
０
号
、
と
じ
針

(

太
め)

、
は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
カ
レ
ン
先
生
の
英
語
で
お
は
な
し
会

  

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
英
語
の
お
は
な

し
会
で
す
。
絵
本
や
手
遊
び
を
通
じ
て

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
英
語
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！　

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル

リ
ス
の
い
た
ず
ら
合
戦
」

日
時　

11
月
13
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

上
映
時
間　

53
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
図
書
館 

DE 

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
！

　

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
む
も
の
か
ら
一
人
で

じ
っ
く
り
遊
ぶ
も
の
ま
で
、
奥
が
深
い

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　

11
月
28
日
㈰

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
２
時
〜
４
時

※
開
場
は
開
始
15
分
前

対
象　

小
・
中
学
生

※
保
護
者
の
付
き
添
い
可

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
９
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分

以
降
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
20
日
㈯
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
干
支
の
置
物
」

　

来
年
の
干
支
で
あ
る
「
寅
」
の
置
物

で
す
。
凛
々
し
い
姿
の
寅
を
、
思
い
を

込
め
て
手
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
26
日
㈮
、
12
月
３
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
糸
（
黒
・
黄
）、

手
芸
用
ボ
ン
ド
、
毛
糸
の
と
じ
針
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

※
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
11

月
19
日
㈮
ま
で

　

い
ず
れ
も
申
込
は
11
月
２
日
㈫
以

降
に
本
人
が
電
話
で

マ
セ
ド
ア
ン
サ
ラ
ダ
、
カ
ス
タ
ー
ド
プ

デ
ィ
ン
グ

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器

※
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11

月
16
日
㈫
ま
で

日
時　

11
月
10
日
㈬

　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
・
塩
田
和
明

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
講
師
の
都
合

に
よ
り
日
本
語
の
お
は
な
し
会
に
変
更
の

場
合
あ
り

32広報いずみさの 令和3年11月号



文
化
・
教
養

歴　

史

健　

康

相　

談

福　

祉

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
11
月
12
日
〜
25
日

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す運

動
期
間

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
小
物
づ
く
り

「
マ
ス
ク
ホ
ル
ダ
ー
＆
ケ
ー
ス
を
つ
く

ろ
う
！
」　

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
あ

し
ら
っ
た
マ
ス
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
ケ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（H

eart

工
房

C
ha-C

ha

ク
ラ
フ
ト
作
家
）

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い

ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax

４
６
９・７
１
２
５)

へ
。材
料
費
の
納
入・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
11
月
12
日
㈮
ま
で

※
男
性
も
参
加
で
き
ま
す
。

■ 

漢
字
検
定
（
10
級
〜
２
級
）

日
時　

来
年
１
月
29
日
㈯ 

午
後
１
時

〜
５
時
15
分
（
予
定
・
級
別
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員
（
先
着
順
）

●
10
〜
８
級
：
30
人

●
７
〜
５
級
：
30
人

●
４
〜
２
級
：
30
人

検
定
料
（
級
別
）
１
，５
０
０
円
〜
３
，

５
０
０
円

※
別
途
、
結
果
資
料
郵
送
料
が
必
要

申
込　

11
月
５
日
㈮
〜
12
日
㈮
（
月
曜

日
除
く
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に

検
定
料
・
郵
送
料
を
持
参
の
う
え
中
央

図
書
館 

地
下 

受
付
場
所
へ
。
キ
ャ
ン

セ
ル
は
11
月
12
日
㈮ 

午
後
５
時
ま
で

問
合
先　

青
少
年
課

（
☎
４
６
９
・
１
１
０
６
）

歴　

史

歴　

史

■
秋
季
特
別
展
古
文
書
講
座（
全
２
回
）

「
展
示
史
料
を
読
む
」

　

秋
季
特
別
展
に
て
展
示
中
の
信
仰
・

祈
り
に
関
す
る
古
文
書
を
よ
み
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈰
・
12
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

対
象　

全
回
受
講
で
き
る
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
受
講
無
料

■
九
条
家
と
信
仰
・
思
想
４

「
九
条
政
基
と
陰
陽
道
」

　

政
基
は
、
日
根
荘
で
も
在
京
中
と
同

様
に
文
化
・
風
習
・
信
仰
を
維
持
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
人
・
物
・
金
の
入

手
が
容
易
で
は
な
い
地
で
は
そ
れ
も
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
終
回
は
、「
政

基
公
旅
引
付
」
を
も
と
に
政
基
の
陰
陽

道
思
想
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈷
・
26
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
受
講
無
料

■
歴
史
学
講
座
文
化
史
編

「
貴
族
社
会
と
文
化
・
信
仰

〜
貴
族
社
会
と
陰
陽
道
〜
」

第
５
回「

貴
族
社
会
と
陰
陽
道
の
浸
透
①
」

　

暦
、
和
歌
、
茶
道
、
華
道
、
能
、
雅

楽
、
医
療
、
料
理
な
ど
陰
陽
五
行
説
の

影
響
を
受
け
た
貴
族
社
会
の
文
化
や
信

仰
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
第
５
・
６
回

は
貴
族
社
会
に
浸
透
し
た
陰
陽
道
の
影

響
と
影
響
を
受
け
た
文
化
、
信
仰
を
概

観
し
ま
す
。

日
時　

12
月
17
日
㈮
・
22
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

申
込　

11
月
21
日
㈰
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
受
講
無
料

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
屏
風
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

11
月
20
日
㈯

●
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
６
日
㈯
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料 　

【
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

12
月
４
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　

　
　
　
（
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

※
材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

申
込　

11
月
20
日
㈯
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
11
月
12
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
11
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
謡
曲
・
仕
舞
教
室
…
11
月
20
日
㈯　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

11
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

■
ふ
ろ
し
き
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

11
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
お
し
ゃ
れ
に
古
布
展
＆

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

日
時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
番
匠
谷　

武　

陶
芸
展

　

小
紋
三
島
か
ら
天
目
茶
碗
へ

日
時　

11
月
13
日
㈯
〜
19
日
㈮　
　
　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

同
時
開
催

●
浮
世
絵
…
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験

記
、三
世
歌
川
豊
国
・二
世
歌
川
広
重

●
工
楽
…
松
本
剛
一
木
工
作
品
展
示
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

■
初
め
て
の
方
限
定
！

男
女
別
の
ヨ
ガ
教
室

「
み
ん
な
初
め
て
大
丈
夫
！
か
ん
た
ん

ヨ
ガ 

〜
呼
吸
を
整
え
て
、
ゆ
っ
く
り

動
け
ば
感
じ
ら
れ
る
〜
」

　

日
頃
運
動
不
足
・
身
体
の
硬
い
人
の

ほ
う
が
変
化
を
感
じ
や
す
い
か
も
し
れ

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

全
身
運
動
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素
運
動

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
全
身
運
動
で
筋
力

ア
ッ
プ
を
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
22
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

 

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

11
月
２
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
で

※
受
講
無
料　

■
蟻
通
神
社
で
弦
楽
四
重
奏
と
三
十
六

歌
仙
の
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
再

現
を
楽
し
む
会

　

大
阪
府
な
ど
が
主
催
す
る
「
大
阪
文

化
芸
術
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
１
」

の
一
環
と
し
て
、
蟻
通
神
社
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
貴
重
な
文
化
財
を

会
場
と
し
た
、
こ
の
機
会
に
し
か
観
る

こ
と
が
で
き
な
い
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
）

場
所　

蟻
通
神
社（
長
滝
８
１
４
番
地
）

内
容　

弦
楽
四
重
奏
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
演
奏
と
ア
ー
ト
展
示

対
象　

府
民
な
ど

申
込
・
問
合
先　

平
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
に
大
阪
文
化
芸
術
創
出
事
業

運
営
事
務
局
（
☎ 

06
・
６
６
４
３・３
２

７
８
）
へ

※
参
加
無
料
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https:// osaka-ca-fes.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 各

種
歴
史

歴　

史
（
つ
づ
き
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）

健　

康

健　

康

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
８
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
特
定
健
診
結
果
の
見
方
を

お
伝
え
し
ま
す
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！
健
診
結
果
（
血

液
デ
ー
タ
等
）
の
見
方
‼
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
診
断
を
受
け
た
け
ど
、
検
査
結

果
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
…
何
に
注
意

す
れ
ば
い
い
の
か
？
そ
ん
な
疑
問
に
医

師
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
脂
質
異
常
症
健
康
教
室
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
‼
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
習
慣
改
善
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
か
ら
だ

に
い
い
こ
と
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

日
時　

12
月
９
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

上
田
量
也
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

11
月
８
日
㈪
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で 

※
受
講
無
料

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
楽
し
く
安
全
に
で
き
る
運
動
を
知
っ

て
健
康
を
維
持
し
よ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
26
日
㈮

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
会
場
で
の
血
圧
値
が
最
高
血
圧
値

１
８
０
㎜
Hｇ
ま
た
は
最
低
血
圧
値

１
０
０
㎜
Hｇ
以
上
の
人
は
、
運
動
実
技

が
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

11
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

日
時　

11
月
25
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

新
山
一
秀
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
診
断
の
結
果
、
健
康
手

帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
人
）

申
込　

11
月
８
日
㈪
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で 　
　

※
受
講
無
料 

 

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
自
分
の
身
体
と
向

き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
対
象
・
定
員
（
先
着
順
）

●
11
月
17
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
〜
７

時
30
分
・
女
性
８
人

●
11
月
27
日
㈯ 

午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分
・
男
性
10
人

講
師　

新
谷
友
子
さ
ん（M

A
Y TO

M
O
KO
 STU

D
IO
 

ヨ
ガ
講
師
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

11
月
３
日
㈷
以
降
に
本
人
が
電

話
で
新
谷
（
☎
０
８
０
・
１
４
２
１
・
５

２
４
９
）
へ

※
受
講
無
料　

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
！
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！
若
さ

を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
！
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
１

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
。（
入
浴
は
任
意
で
す
）
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
11
月
11
日
㈭
・
午
後
２
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
１
丁
目
３
番
23
号
）・

20
人　

●
11
月
18
日
㈭
・
午
後
２
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
６
番
10

号
）・
20
人　

※
各
10
分
前
よ
り
受
付

テ
ー
マ　

認
知
症
予
防
「
脳
ト
レ
で
若

返
る
！
」
脳
ト
レ
体
操
な
ど
も
実
施
し

ま
す
！

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家

族問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
」
講
演
会

開
催
日
・
場
所

●
11
月
５
日
㈮
…
南
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館

●
11
月
16
日
㈫
…
北
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
・
北
部
公
民
館

時
間　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定
…
転
倒
し
や
す

い
足
か
ど
う
か
、
膝
痛
・
腰
痛
の
原
因

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
お
話
…
要
介
護
に
な
る

原
因
の
50
％
を
占
め
る
足
と
歩
行
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま

す
。

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
行
訓

練
）
体
験

●
足
と
歩
行
の
悩
み
相
談
（
希
望
者
の

み
）

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
の
人
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ

の
人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関

節
の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介

護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
で
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人
）

※
裸
足
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

平
日
午
前
10
時
〜
４

時
に
電
話
で
（
一
社
）
健
康
寿
命
世
界

一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax

各
種
健
康

　

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料

各
種
福
祉

福　

祉

福　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。（
変
更
の
場
合
あ
り
）

日
時　

12
月
１
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

16
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
冬
コ
ー
ス

　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
（
各
全
９
回
）

●
来
年
１
月
11
日
〜
３
月
15
日
の

毎
週
火
曜
日

●
来
年
１
月
12
日
〜
３
月
16
日
の

毎
週
水
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

各
16
組
（
先
着
順
）

※
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

申
込　

11
月
16
日
㈫
・
17
日
㈬ 

午
後
１

時
〜
４
時
に
電
話
で

※
参
加
無
料

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
オ
ー
プ
ン
家
庭
教
育
学
級合

同
研
修
会

　
「
家
庭
教
育
学
級
」
は
、
子
育
て
を

す
る
中
で
生
じ
る
悩
み
や
問
題
に
つ
い

て
、
保
護
者
が
主
体
と
な
っ
て
学
習
す

る
場
で
す
。
今
回
は
市
内
13
小
学
校
の

家
庭
教
育
学
級
の
合
同
研
修
会
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
講
演
内
容
に
興
味
を
お
持

ち
の
人
に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
演
「
自
己
肯
定
感
を
は
ぐ
く

む
接
し
方 

―
し
あ
わ
せ
な
親
子
関
係

を
作
る
コ
ツ
―
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

森　

か
ほ
り
さ
ん
（
ノ
ブ
リ
の

森 

代
表
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込
・
問
合
先　

11
月
11
日
㈭ 

午
後
４

時
ま
で
に
生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９・７

１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３)

へ

※
受
講
無
料

■
あ
そ
び
の
広
場

 

〜
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
〜

日
時　

12
月
３
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４

・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時

間
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で

す
。
初
め
て
の
人
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
社
協
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

〜
物
品
の
提
供
に
ご
協
力
を
〜

　

12
月
５
日
㈰ 

午
前
10
時
よ
り
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
社
協
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
で
販
売
す
る
物
品
（
日

用
品
、
食
料
品
、
衣
料
品
な
ど
新
品
に

限
る
）
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

収
益
金
は
市
民
の
福
祉
活
動
に
活
用
し

ま
す
。

物
品
受
付
期
間　

11
月
30
日
㈫
ま
で

物
品
受
付
場
所
・
問
合
先

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

■
社
協
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
18
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
４
時

※
30
分
入
れ
替
え
制

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
児
童

と
保
護
者(

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
児
童
お
よ
び
支
援
学
校
・
学
級
の
通

学
者
・
通
級
者)

、
市
子
育
て
支
援
課
・

教
育
委
員
会
に
か
か
わ
る
児
童
と
保
護

者
、
両
親
の
い
な
い
児
童
や
交
通
遺
児

と
保
護
者

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日

㈫
に
泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

４
６
４・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・５
４
０

０
）
へ
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
e
メ
ー

ル
（sanovc@

izum
isanoshakyo.

or.jp

）
で
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
後
、
郵
送
で
引

換
券
を
お
送
り
し
ま
す
。（
12
月
上
旬

予
定
）

※
参
加
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

ps://izum
isanoshakyo.or.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
介
護
予
防
講
座

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
！
い
い
長

寿
！ 

〜
介
護
保
険
と
介
護
予
防
の
上

手
な
使
い
方
講
座
〜

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
生
活
が
続
き
ま
す

が
、
今
一
度
、
介
護
保
険
の
基
本
理
念

を
学
び
、
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
日

頃
の
暮
ら
し
方
を
一
緒
に
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

秘
訣
を
伝
授
し
ま
す
！

日
時　

11
月
19
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

【
１
部
】
た
め
に
な
る
介
護
保
険
と
介

護
予
防
の
お
話
・
佐
藤
孝
臣
さ
ん
（
㈱

ラ
イ
フ
リ
ー 

代
表
取
締
役
）

【
２
部
】
い
ず
み
さ
の
de
介
護
予
防
の

取
組
紹
介
（
地
域
共
生
推
進
課
）

ロ
コ
ト
レ
教
室
、
さ
の
ト
レ
体
操
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
体
操
）、
泉
佐
野
元
気
塾
、
健
康

寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
介
護
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
15
日
㈪
ま
で
に

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
さ
の

（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 
Fax
４
６
２・
５

４
０
０
）
へ

※
受
講
無
料

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
認
知
症
講
座

〜
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
と
と
も
に
生
き
る
街
づ
く

り
〜

Ｗ
Ａ
Ｏ
い
ず
み
さ
の
in

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
Ｗ
…
忘
れ
て
も 

Ａ
…
安
心
し
て 
Ｏ
…

穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
街 

い
ず
み
さ
の
）

日
時　

11
月
13
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

認
知
症
や
そ
の
症
状
、
認
知

症
の
人
へ
の
支
援
と
対
応
な
ど
に
つ
い

て対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
松
良
哉
さ
ん
（
リ
ョ
ー
ヤ
コ

マ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
師
）、
坂
口
宏
彰

さ
ん
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

作
業
療
法
士
）、
泉
佐
野
市
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト

申
込
・
問
合
先　

11
月
１
日
㈪
以
降
に

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
ま
た
は

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
さ
の

（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２・
５

４
０
０
）
へ

※
受
講
無
料
。
受
講
者
に
は
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
受
講

者
カ
ー
ド
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

地
域
の
集
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
所
で

す
。
介
護
・
終
活
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

本
格
カ
フ
ェ
、
プ
ラ
ブ
ヨ
ガ
、

講
演
「
生
き
る
と
は
」
＆
歌

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
４
７
７
・

８
０
５
９
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。
飲
み
物（
４

０
０
円
）、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
４

５
０
円
）
を
提
供
し
ま
す
。
車
椅
子
可

【
よ
り
み
ち
カ
フ
ェ
】

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
で

す
。ほ
っ
と
一
息
し
な
が
ら
、ま
ず
は
気

軽
に
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
や
健
康
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
3
木
曜
日（
祝
日
除
く
） 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野
店 

２
階
集
会
所

問
合
先　

家
治
（
☎
０
９
０・
３
８
７

３・１
７
６
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
な
ど
を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

▲QRコード
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

■
府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
秋
の
郷
（
さ
と
）
遊
び
」

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク
ク
ラ

ブ
」
が
、
サ
ト
イ
モ
の
収
穫
、
つ
る
し

柿
づ
く
り
、
紙
す
き
、
自
然
素
材
を
使

っ
た
時
計
づ
く
り
、
竹
工
作
な
ど
、
秋

の
魅
力
を
感
じ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
（
前
日
の
午
後
１
時
に

決
定
）
11
月
７
日
㈰
に
順
延
。
両
日
と

も
雨
の
場
合
は
中
止
。

場
所　

府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上
之

郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象
・
定
員
・
参
加
費
・
持
ち
物

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

申
込
・
問
合
先　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）
を
除

く
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
に
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
７
・
２
４
９
１
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

込
可

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

　

新
成
人
に
な
っ
た
府
内
在
住
の
ろ
う

あ
者
の
み
な
さ
ん
を
激
励
し
、
祝
福
す

る
成
人
式
で
す
。

開
催
日　

来
年
１
月
９
日
㈰

時
間
・
対
象

●
午
前
10
時
〜
正
午
・
令
和
３
年
成
人

式
（
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

●
午
後
２
時
〜
４
時
・
令
和
４
年
成
人

式
（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

場
所　

大
阪
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

４
階
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
東
成
区
中
道
１
丁
目
３
番
59

号 

大
阪
メ
ト
ロ
・
Ｊ
Ｒ
環
状
線
「
森

ノ
宮
」駅
下
車
徒
歩
10
分
）

内
容　

式
典
、
懇
親
会　

申
込
・
問
合
先　

住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
で
（
公
社
） 

大
阪
聴
力
障

害
者
協
会
事
務
局
（
中
野 

☎
06
・
６
７

４
８・０
３
８
０ 

Fax 

06
・
６
７
４
８・０

３
８
３
）
へ

※
参
加
無
料
。中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
12
月
以
降
、（
公
社
）
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://daicyokyo.jp

）を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
わ
た
ぼ
う
し
事
業

「
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
冬
コ
ー
ス
」

　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

来
年
１
月
11
日
〜
３
月
８
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
９
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
16
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
４
時
に
電
話
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
わ
た
ぼ
う
し
（
☎
・
Fax
４

４
７
・
６
２
２
３
）
へ

※
参
加
無
料

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

相　

談

相　

談

■
借
金
問
題
解
決
の
た
め
の

土
・
日
無
料
相
談
会

日
時　

12
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

近
畿
財
務
局
（
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
４
丁
目
１
番
76
号
）

相
談
方
法　

弁
護
士
に
よ
る
面
談
（
要

予
約
）

面
談
の
予
約
・
問
合
先　

近
畿
財
務
局 

相
談
窓
口
（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５

２
３
）
へ 

■
女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

　

女
性
弁
護
士
に
よ
る
「
特
設
法
律
相

談
」
を
実
施
し
ま
す
。（
完
全
予
約
制
）

日
時　

12
月
10
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

田
尻
町
立
公
民
館
（
田
尻
町
嘉

祥
寺
１
１
２
０
番
地
２
）

相
談
内
容　

離
婚
に
関
す
る
相
談
や
、

■
大
阪
一
日
合
同
行
政
相
談
所

　

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
で
は「
相
続
・

登
記
・
税
金
・
年
金
な
ど
行
政
な
ん
で

も
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
当
日

は
、
各
機
関
か
ら
専
門
の
担
当
者
が
出

席
し
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

日
時　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

大
阪
合
同
庁
舎
第
２
号
館
共
用

会
議
室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
４
丁

目
１
番
67
号
）

出
席
予
定
機
関　

大
阪
法
務
局
、
大
阪

労
働
局
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
日
本
年

■
人
権
週
間
特
設
電
話
相
談

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員

が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

特
設
電
話
番
号　

０
８
０
・
８
１
２
５
・

３
２
４
５

問
合
先　

人
権
推
進
課

■
12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

「
特
設
人
権
・
行
政
相
談
会
」

人
権
問
題
や
国
の
行
政
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
２
階 

２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料

金
機
構
、
大
阪
弁
護
士
会
、
近
畿
税
理

士
会
、
大
阪
司
法
書
士
会
、
大
阪
府
社

会
保
険
労
務
士
会
な
ど

申
込
・
問
合
先　

11
月
１
日
㈪
〜
８
日

㈪
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
近
畿

管
区
行
政
評
価
局 

行
政
相
談
課
（
☎

06
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８
）
へ

※
相
談
無
料

配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴

力 (

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
暴
力
、
性

犯
罪)

被
害
に
関
す
る
相
談

※
相
談
時
間
は
一
人
25
分

対
象　

泉
佐
野
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・

熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
女
性

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪—

り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

11
月
８
日
㈪
以
降
に

田
尻
町 

企
画
人
権
課(

☎
４
６
６・５
０

１
９ 

Fax
４
６
６・８
７
２
５
）
へ

※
相
談
無
料
。
一
時
保
育
（
1
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
（
締

切
：
12
月
３
日
㈮
）　
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文
化
・
教
養

健　

康

歴　

史

相　

談

福　

祉

そ
の
他

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
南
泉
州
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
主
催　

南
泉
州
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

「
日
本
遺
産
日
根
荘
の
世
界
を
歩
く
」

　

今
に
残
る
中
世
荘
園
絵
図
を
も
と
に

点
在
す
る
日
根
荘
構
成
文
化
財
を
め
ぐ

り
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈯ 

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

※
雨
天
決
行

集
合
・
解
散
場
所

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
日
根
野
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
十
二
谷
池
↓
八
重
治

池
↓
尼
津
池
↓
慈
眼
院
（
拝
観
）
↓
日

根
神
社
（
昼
食
）
↓
総
福
寺
・
天
満
宮

↓
野
々
宮
跡
↓
新
道
出
の
牛
神
↓
解
散

（
約
８
㎞
）

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
小
学
生
以
下

１
０
０
円
、
拝
観
料
・
傷
害
保
険
料
・

資
料
代
含
む
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、
敷

き
物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
e
メ
ー
ル

で
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会（
☎

４
５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４

２
７ 

e
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
午
前
７
時
に
警
報
発
令
時
は
中

止
、
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降
に
緊

急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・
３

９
０
１
）
へ

■
泉
佐
野
市
内
に
居
住
す
る
外
国
人
へ

の
食
料
等
支
援

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
内
に
居
住

す
る
外
国
人
に
対
し
て
、
米
・
野
菜
な

ど
の
無
料
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日　

11
月
13
日
㈯
、12
月
11
日
㈯
、

来
年
１
月
15
日
㈯
、
３
月
12
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

※
食
料
品
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

場
所　

シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
（
ら
い
ふ

ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み
さ
の
１
階
・
大

西
１
丁
目
16
番
５
号
）

共
催　
（
一
財
）
泉
佐
野
電
力
、（
社
福
）

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
４
６
４・
２
９
７
７ 

e
メ
ー
ル

:info@
izum

isanoshakyo.or.jp

）

※
詳
し
く
は
泉
佐
野
電
力
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(https://izum

isano-pps.
or.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
♪
ア
グ
リ
ズ
ム
♪
ベ
ジ
ピ
ッ
ク
企
画

　

み
ん
な
楽
し
く
畑
へG

O
!

「
落
花
生
収
穫
体
験
」

　

ご
家
族
や
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
、
楽

し
く
落
花
生
の
収
穫
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
も
ち
ろ
ん
お
一
人
様
で
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
収
穫
し
た
落
花
生
は
、

お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
中
止（
当
日
午
前
７
時
に
決
定
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
日
根
野
」
駅
東
口

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

体
験
場
所　

㈱
泉
州
ア
グ
リ（
Ｊ
Ｒ「
日

根
野
」
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
）

解
散
場
所　

体
験
場
所
ま
た
は
Ｊ
Ｒ

「
日
根
野
」
駅

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
15
人

参
加
費
（
体
験
料
、
傷
害
保
険
料
、
土

産
代
）　

２
，
０
０
０
円
（
小
学
生
１
，

０
０
０
円
）

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）に（
一
社
）

泉
佐
野
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
議
会
（〔icp

ト
ラ
ベ
ル
〕
☎
４
６
９

・
７
７
７
０ 

e
メ
ー
ル
：icptravel@
icp-japan.or.jp

）
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w
.icp-japan.or.

jp/

）
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申

込
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
申
込
時
に
案
内
し
ま
す
。

■
令
和
３
年
度

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
「
こ
こ
ろ
の
再
生
府
民
運

動
推
進
月
間
」
で
す
。

　

毎
年
、
泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
で
は
、
そ
の
取
組
の
一
環
と

し
て
、
中
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者
を

対
象
に
「
ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
11
月
21
日
㈰
の
開
催
に
向

け
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
催
内

容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
校
園
に
配
布
し
て
い

る
案
内
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
急
遽
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合

も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
先　

学
校
教
育
課

■ica 

年
忘
れ
の
つ
ど
い

　

泉
州
地
域
に
在
住
の
外
国
の
人
た
ち

と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
雰
囲
気

で
、
今
年
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し

ょ
う
。

日
時　

12
月
４
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３

時
30
分(

受
付
：
午
後
１
時
30
分
〜
）　

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

内
容　

音
楽
や
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
交
流

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
24
日
㈬ 

（
火

〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交

流
協
会
（〔ica

〕
☎
４
２
９
・
９
７
４
１

Fax
４
２
９・９
７
４
２ 

e
メ
ー
ル
：ica

@
ica.gr.jp

）
へ

※
参
加
無
料

■
志し

だ多
ら
「
開
打
」

〜
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
感
動
あ
り
の

和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト
！
〜

　

志
多
ら
は
伝
統
芸
能
の
宝
庫
、
愛
知

県
奥
三
河
を
拠
点
に
活
動
し
、
世
界
で

も
大
活
躍
の
プ
ロ
の
創
作
和
太
鼓
集
団

で
す
。
従
来
の
長
胴
太
鼓
だ
け
で
な
く
、

「
担
ぎ
桶
」
や
手
持
ち
の
「
う
ち
わ
太
鼓
」

「
チ
ャ
ッ
パ
」
な
ど
男
性
３
人
の
大
迫
力

の
演
奏
は
見
て
も
聴
い
て
も
楽
し
さ
満

点
！
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ド
キ
ド
キ
わ

く
わ
く
♪
こ
の
感
動
を
体
感
し
よ
う
！

日
時　

12
月
18
日
㈯ 

午
後
６
時
〜

（
開
場
：
午
後
５
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

１
，
３
０
０
円
（
中

学
生
以
下
７
０
０
円
・
全
席
自
由
席
）

※
３
歳
未
満
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
、（
一
財
）

泉
佐
野
市
文
化
振
興
財
団

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先　

●
エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

（
☎
４
６
９
・
７
１
０
０
）

●
泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１
５

・
０
２
２
２ 

e
メ
ー
ル: izum

isanoo
yako@

rinku.zaq.ne.jp

）
へ

泉佐野おやこ劇場QRコード▶
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採用・募集採用・募集

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

泉佐野市消防団 女性消防団員
　泉佐野市消防団では、平成27年4月に女性団員だけの消防分団を創設し、応急救護や防災に関する知識・技
術を身に付けるなど、いざという時に地域のみなさんの期待に応えるための活動を行っています。
　女性ならではの視点を生かして、地域の防災活動に参加していただける人の入団をお待ちしています。
募集人数　若干名
応募資格　次の全てに当てはまる泉佐野市に住民登録している18歳以上45歳未満（来年4月1日現在）の女性
●健康明朗で、防災やボランティア活動に興味がある
●消防団員としての訓練および次に掲げる消防団活動に参加できる
主な活動
●平常時…応急手当普及啓発活動、防火防災啓発活動、消防団行事（消防出初め式、市防災訓練、火災予防街
頭キャンペーン、歳末警戒など）への参加
●災害時…災害時支援活動（大規模災害時における避難誘導、安否確
認、救急・救護、食糧などの供給補助など）
待遇　非常勤特別職の地方公務員となり報酬などの支給、公務災害補
償、被服などの貸与あり
活動期間　来年4月～
申込・問合先　11月8日㈪～22日㈪（土・日曜日、祝日除く）に所
定の入団申込書（募集要項を市ホームページからダウンロードするか、
危機管理課で配布）に必要事項を記入し、直接、危機管理課へ
※採用については、11月27日㈯に面接を行い、選考結果を通知します。

▲令和2年 消防出初め式の様子

日本遺産に認定された
「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち－中世日
根荘の風景－」をテーマとした作品
　令和元年度に日本遺産に認定された泉佐野市「日根
荘」の構成文化財をテーマとした作品を募集します。
作品は、写真・絵画・詩・絵手紙・書道など、「日根荘」
にまつわるものであれば応募可能です。作品は、過去
に制作されたものでもかまいません。何点でもご応募
可能です。
申込　11月1日㈪～30日㈫に直接または郵送で〒598-
0001 泉佐野市上瓦屋610 泉佐野市教育委員会 文化財
保護課内 日本遺産日根荘実行委員会事務局 へ
問合先　文化財保護課（☎447-6766）
※応募者には日本遺産「日根荘」に関連するグッズを
プレゼントします。後日、作品発表展示会を開催しま
す。詳しくはホームページをご覧ください。

◀QRコード

防衛省 自衛官
～高等工科学校生徒～

●高校同等教育
・修学年限3年、高卒資格取得
●特別職国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
●「学び」が仕事
・中堅技術者養成
応募資格　日本国籍を有する中卒（来春卒業見込み含む）
で17歳未満の男子
受付期間
●推薦…11月1日㈪～12月3日㈮
●一般…11月1日㈪～来年1月14日㈮
試験日
●推薦…来年1月8日㈯～11日㈫（いずれか1日）
●一般…来年1月22日㈯・23日㈰（いずれか1日）
申込・問合先　自衛隊大阪地方協力本部 岸和田地域事
務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。資料請求は下記QR
コードから、受付番号は「324」
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（9月受付分）

●10万円…人生道場
●ばんそうこう 800箱

…祐徳薬品工業㈱

11月は
「Sマーク（標準営業約款制度）」

普及登録促進月間
　理容店、美容店、クリーニング
店、めん類飲食店、一般飲食店
で、厚生労働大臣の認可を受けた
Sマーク登録店は、次のことを正
しく表示している信頼できるお店
です。
●事故が発生した場合の賠償保険
●施設の設備の内容
●仕事やサービスの内容
問合先　（公財）大阪府生活衛生
営業指導センター（☎06-6943-
5603）
※詳しくは問い合わせ
てください。 

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政
策金融公庫）がサポート！
　「国の教育ローン」は、高校、大
学などへの入学・在学にかかる
費用を対象とした公的な融資制
度です。
融資額　子ども1人につき350
万円以内
金利年（令和3年9月22日現在）
　1.66％（固定金利）
※「母子家庭」「父子家庭」「世帯
収入200万円（所得132万円）
以内の人」「子ども3人以上の世
帯かつ世帯収入500万円（所得
356万円）以内の人」は年1.26％
返済期間　15年以内
※「交通遺児家庭」「母子家庭」「父
子家庭」「世帯収入200万円（所
得132万円）以内の人」または「子
ども3人以上の世帯かつ世帯収
入500万円（所得356万円）以内
の人」は18年以内
使用用途　入学金、授業料、教科
書代、アパート・マンションの敷
金・家賃など

返済方法　毎月元利均等返済
（ボーナス時増額返済も可能）
保証　（公財）教育資金融資保証
基金（連帯保証人による保証も
可能）
問合先　教育ローンコールセンタ
ー（☎0570-008656[ナビダイ
ヤル]または☎03-5321-8656）
※ホームページは「国の教育ロ
ーン」で検索してください。

「カルタで学ぶ郷土（泉佐野市）の歴史文化遺産」絵札・読み札 大募集
応募期間　11月1日㈪～30日㈫
応募資格　市内在住者（何点でも応募可能）
絵札の条件　イラストまたは写真で応募してください。
※イラストサイズは八つ切り（270㎜×390㎜）。写真サイズはL版（89㎜×127㎜）～A4版（210㎜×297㎜）
読み札の条件　頭文字は45音。ただし「ん」に限り末尾に使用します。郷土の歴史文化遺産にまつわる単語を
必ず使って35文字以内に収めてください。単語例はホームページに掲載。
応募・問合先　応募用紙に必要事項を記入のうえ直接または郵送で〒598-0001 泉佐野市上瓦屋610 泉佐野市
教育委員会 文化財保護課（☎447-6766）へ
※応募用紙は泉佐野市ホームページ内「カルタで学ぶ郷土の歴史文化遺産」でダウンロードしてください。また、
文化財保護課または泉佐野市役所1階受付でも配布します。
採用作品発表　来年2月頃に「カルタで学ぶ郷土の歴史文化遺産」ホームページ内で発表します。
※45音の札に選ばれた人全員に完成版カルタ一式をお渡しします。

郷土（泉佐野市）の歴史文化遺産探求講座
　郷土（泉佐野市）の文化遺産の普及啓発を目的として、「郷土カルタ」をつくることになりました。
現在、郷土の文化資源を題材とした「絵札」「読み札」（郷土の方言などを織り交ぜるのも可）を募
集しています。それに合わせ、「郷土（泉佐野市）の歴史文化遺産探求講座」を開催します。当講座で、
郷土の文化資源の解説を聴講し、ぜひ「郷土カルタ」へご応募ください。
日時　11月13日㈯ 午後1時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
対象　市内在住者
定員　30人（先着順）
申込　11月1日㈪～12日㈮に参加申込書に必要事項を記入の上、FAXでいずみさの歴史文化財事務
局（Fax06-6535-8648)へ
※申込書は市ホームページ内「郷土の歴史文化遺産探求講座」からダウンロードしてください。また、
文化財保護課または市役所1階受付でも配布します。
問合先　土・日曜日、祝日を除く午前10時～午後5時に、いずみさの歴史文化財事務局（☎06-
6535-8426）へ
※受講無料

下水道施設調査にご協力を
　公共下水道施設の円滑な維持
管理に必要な下水道台帳を作成
するために、道路内に埋設して
いる公共下水道管・マンホール、
などの調査を実施します。みな
さんのご協力をお願いします。
調査期間　11月～来年2月
調査委託会社　国際航業㈱
問合先　上下水道局 下水道整備課
　　　　（☎450-3402）

▲Sマーク
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

あなたのチャレンジを
応援します！

2021創業セミナー
　泉佐野商工会議所では、新型
コロナウイルスの感染拡大に伴
う環境変化が著しい中にあって、
新しい生活様式への対応などの
ビジネスチャンスを見出し、新
規事業にチャレンジする起業家
を支援するため、「創業セミナー」
を開催します。創業に必要な「経
営」「財務」「人材育成」「販路開拓」
の習得を目的として実践的、体
系的に学ぶことができます。開
業して間もない人も受講できま
すので、ご参加ください。
※本セミナーは、「特定創業支援
事業」に認定されています。受
講者は、岸和田市・貝塚市・泉
佐野市で創業した場合に支援制
度が受けられます。
開催日・内容
●11月10日㈬・経営
●11月24日㈬・販路開拓、人材
育成
●12月1日㈬・財務
●12月15日㈬・経営、販路開拓、
人材育成、財務
時間　午後6時30分～8時30分
場所　泉佐野商工会議所
対象　開業・創業を目指す人
定員　20人（先着順）
受講料　3,300円(4日間・税込)
申込・問合先　11月9日㈫(土・
日曜日、祝日除く)までに氏名、
郵便番号、住所、電話番号、メー
ルアドレスを電話で泉佐野商工
会議所（〒598-0006  泉佐野市
市場西3丁目2-34 ☎462-3128 
Fax463-8780)

泉南地域労働相談会
～お仕事でお悩みのことは

ありませんか？～
　解雇、賃金不払い、産休・育休・
有給休暇の取得、セクハラ・パ
ワハラといった職場のいじめな
ど、働くなかでの悩みの相談に、
面談で応じます。
日時　12月8日㈬ 午後2時～7
時45分（1人45分）
※最終相談受付は午後7時

事業主のみなさん
労働保険の成立手続きは

お済みですか？
　11月は労働保険未手続事業一
掃強化期間です。労働者を一人
でも雇用していれば、労働保険
に加入する必要があります。
問合先
●労災保険について…岸和田労働
基準監督署労災課（☎498-1014）
●雇用保険について…ハローワー
ク泉佐野（☎463-0565）
※大阪労働局ホームページ（htt
ps://jsite.mhlw.go.jp/osaka-
roudoukyoku/）では、労働保険
に関する詳しい説明や労働基準
監督署、ハローワークの情報を
掲載しています。

55歳以上「仕事説明会」
　シニア就業促進センターは、
市・町地域就労支援センターと
連携して55歳以上のシニアを対
象とした、「仕事説明会」を開催
します。
　各種案内、注文受付、問い合
わせ対応などを電話で行うコー
ルセンター（一般オペレーター、
看護師・介護職他専門オペレー
ター）の仕事を紹介します。
日時　11月17日㈬
          午後1時30分～3時
場所　りんくうエルガビル3階
　　　（りんくう往来南２-２）
定員　25人（先着順）
申込・問合先　シニア就業促進セ
ンター（☎06-6910-0848）へ
※参加無料

泉佐野市就労支援フェア2022 
出展企業募集！

　市が開催する、就職を希望す
る人を対象にした「合同就職面
接会」に、求人企業として出展
してもらえる企業を募集します。
出展申込・問合先　11月19日
㈮までに、まちの活性課（☎46
9-3131）へ
※出展無料。連絡をいただければ、
出展について説明させていただ
きます。 

ザ・ワークフェア2021
～合同企業就職面接会～

　概ね49歳未満の求職者、来年
卒業予定者を対象にした「合同
就職面接会」を開催します。
　また、「若年者就労相談」「農
業相談」「労働相談・情報コー
ナー」も実施します。
日時　11月25日㈭
　　　午後1時～ 5時
場所　関西エアポート ワシント
ンホテル（りんくう往来北1-7）
内容
●企業面接エリア
●証明写真撮影コーナー
●若年者就労相談、農業相談
●ハローワークコーナー
●労働相談・情報コーナー
参加企業　市内をはじめ、田尻町、
熊取町、泉南市、阪南市、岬町な
どの事業所（約25社）
主催　泉佐野商工会議所、熊取
町商工会、泉南市商工会、阪南
市商工会、岬町商工会
共催　大阪府、泉佐野市、ハロー
ワーク泉佐野
問合先　泉佐野商工会議所

（☎462-3128）
※申込不要、参加無料

【泉佐野市就労支援フェア2022】
日時　来年1月29日㈯ 
　　　午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール

場所　コム・ステーション泉佐
野（上町3丁目11-47・南海「泉
佐野」駅東出口すぐ）
対象　府内在住・在勤者（事業
主の相談も可）
主催　泉南地域労働行政機関運
営委員会
申込・問合先　12月3日㈮まで
（土・日曜日、祝日除く）に電話、
FAX、インターネット（https://
www.city.izumisano.lg.jp/
cgi-bin/inquiry.php/67）でま
ちの活性課（☎469-3131）へ
※相談無料
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消毒アルコールの寄贈
　10月14日㈭に市内小・中学校、認定こど

も園へ㈱大輝産業様、㈱マサヤトランスポート
様より、新型コロナウイルス感染症対策として、
100mlの消毒用アルコール25,200本を寄贈いた
だきました。

教教育委員退任にあたり感謝状を贈呈
　　　平成21年10月より、本市の教育委員として
３期12年の永きにわたり、本市教育の発展にご尽
力されるなど、市教育行政に貢献された功績から、
退任にあたり畑谷扶美さんに対して千代松市長よ
り感謝状が10月1日㈮に贈られました。

Show-gaku de クラッシック入門が開催　　10月3日㈰、レイクアルスタープラザ・カワ
サキ生涯学習センターにおいて、「Show-gaku de 
クラッシック入門」が開催され、解説も交えながら、
初心者でも楽しめるコンサートとなりました。

明治安田生命保険相互会社より寄付
　　　明治安田生命保険相互会社様より、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止対策のため寄付を
いただいたことに対し、千代松市長より感謝状の
贈呈が10月13日㈬に行われました。

泉佐野市火災予防協会より寄贈式
　　　泉佐野市火災予防協会様より、防火防災意
識の啓発のため、市内の教育保育施設へ防火防災
紙しばいを寄贈いただき、10月7日㈭に市役所で
贈呈式が行われました。

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

　　　　　　　　　泉ヶ丘町内会自主防災隊が
防災資機材を整備しました　　　　　　　　　

　　　　

　泉ヶ丘町の自主防災組織である泉ヶ丘
町内会自主防災隊は、（一財）自治総合セ
ンターが実施するコミュニティ助成事業
を活用し自主防災活動のための資機材を
整備しました。資機材は、災害時の初動
対応、避難所運営や防災訓練などに役立
てます。
　この助成金は宝くじの社会貢献広報事
業として、宝くじの受託事業収入を財源
に（一財）自治総合センターから交付さ
れるもので、コミュニティの健全な発展
を図ることを目的としています。

　大木まちづくり協議会が管理をおこなってきたコスモ
ス園。今年も大木地区にたくさんの綺麗なコスモスが咲
きました。10月9日㈯～24日㈰の開園期間中、多くのみ
なさんにご来園いただき、コスモスを愛でていただきま
した。
　大木地区は「日根荘大木の農村景観」として国の重要
文化的景観に選定されています。　

▲防災資機材一式

今年も綺麗に咲きました
日根荘大木の里 コスモス園
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小判型商品券（プレミアム付き）
「泉州長者小判」を販売

　泉佐野商業会連合会では、加盟店で1枚500円として利用できる小判型
商品券を1セット（12枚入り、6千円相当）につき5千円で販売します。
※1人（小学生以上）4セットまで。来年2月28日㈪まで利用でき、つり銭
はでません。また、現金との交換はできません。
販売日時　11月20日㈯ 午前11時～（売り切れ次第終了）
場所　泉佐野商業会連合会事務所（りそな銀行横）、駅上商店街アーケード内、駅下商店街アーケード内の計3
箇所で販売
※マスク、ソーシャルディスタンスなどにご協力ください。
問合先　月・木・金曜日の午前10時～午後4時に泉佐野商業会連合会事務所（☎461-0283）
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　9月分 約3,430ｔ（前年同月比++3.20％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
9月末日現在9月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  98,927人○ 市内人口　  98,927人（-78人）（-78人）
○○ 男　　　　  47,468人 男　　　　  47,468人（（--3737人）人）
○○ 女　　　　  51,459人 女　　　　  51,459人（（--4141人人））
○○ 世帯数　　  47,604世帯（ 世帯数　　  47,604世帯（--1616世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【11月の主な放送内容（予定）】
●前半： 観光大使就任式 ほか
●後半： とっておきの音楽祭 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

まちで愉
たの
しく輝く女性の活躍応援ワークショップ開講

　女性活躍推進法の趣旨に基づき、女性が輝きながら、「働く」を愉しんで、社会で活躍するお手伝いをするワー
クショップを開講します。
　「自分らしい働き方を自分で見つける」をテーマにしたワークショップです。気軽に参加してください。
日時　12月11日㈯ 午後1時～（予定）
場所　SHARE BASE つむぎや（栄町5番1号）　ほか
定員　10人（先着順）
参加費　5,000円
申込　11月26日㈮ 午後3時までにバリュー・リノベーショ
ンズ・さのホームページ（https://vr-sano.com/）から
問合先　バリュー・リノベーションズ・さの（☎477-7365）

「健康増進モニターツアー」の参加者募集
　（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会（icp）では、大阪体育大学やロート製薬とコラボレーショ

ンした1泊2日の「健康増進モニターツアー」を実施します。大阪体育大学がりん
くう公園や犬鳴山でウォーキングやトレッキング、ヨガなどのエクササイズを指
導するほか、ロート製薬が生活習慣や健康状態をチェックし、一人ひとりに応じ
たアドバイスを提供します。また、宿泊ホテルでは、泉州キャベツや犬鳴豚など
地元食材を使った夕食をお楽しみいただけます。
開催日　●11月27日㈯・28日㈰
　　　　●12月4日㈯・5日㈰
定員　各15人(申込多数の場合は抽選）

問合先　（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会（icp）（☎461-0005）
※参加無料。申込方法など詳しくはホームページ（https://icp-japan.or.jp）
をご覧ください。

イベント中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、下記のイベントが中止となります。
●農業祭　　
問合先　農林水産課

●第29回 KIX泉州国際マラソン大会
（公道での競技レースは中止。代替事業の実施を予定）
問合先　スポーツ推進課（☎462-2000）
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